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大学共同利用機関法人人間文化研究機構

国立民族学博物館
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「ネパール人労働者の素顔」
南 真木人（民族社会研究部・助教授）

講演1 「チャイナタウン ─変容とバイタリティー」
陳　天璽（先端人類科学研究部・助教授）

講演2

2007年3月2日［金］ 18：30～20：30（開場 17：30）
オーバルホール 大阪市北区梅田3－4－5 毎日新聞ビルB1　定員 400名　参加費 無料

庄司 博史（民族社会研究部・教授）司  会
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日本のまちで、外国から来た人々の存在はたいへん身近になりました。私たちはマス
メディアを通して世界の情報を知りますが、日常生活では、彼らを通して世界とつな
がっているともいえます。彼らの活力に満ちた生活を紹介します。日本に暮らす外国
の人々からみたら、日本のまちがどう見えるか、考えてみましょう。

報道でしばしば耳にする外国人労働者とは、どのような人びとであり、
どのように暮らしているのか。東海地方に住む、ネパールから来た労働
者を取りあげ、彼/彼女らの生活、関心、本国との関係、日本（人）観
などを紹介する。さらに、そこから逆に見えてくる、日本の社会やまち
の知られざる側面を考える。

「ネパール人労働者の素顔」
南 真木人（民族社会研究部・助教授）

講演1

「チャイナタウン ─変容とバイタリティー」
陳　天璽（先端人類科学研究部・助教授）

講演2

「3月2日講演会参加希望」と明記の上、①郵便番号、②住所、
③氏名、④連絡先電話番号を記載し、ハガキ、FAX、メール
にてお申し込みください。２名様以上でお申し込みの場合は、
それぞれの①～④を必ず明記してください。なお、応募者が
多数の場合はご参加いただけない場合もあります。2月中旬
に参加証を発送する予定にしております。当日は手話通訳も
ございます。
※参加申込をいただいた方の個人情報は、参加証の発送、次回以降の
講演会、及び本館が開催するシンポジウム・フォーラムなどのご案内
に使用いたします。

〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10-1
FAX 06-6878-8479
E-ｍail　koenkai@idc.minpaku.ac.jp

国立民族学博物館 研究協力課研究協力係
TEL 06-6878-8209

申込方法

人類学者の持つカメラは、目に映る暮らしだけでなく、見えないものさえも写し撮ろうとしてきました。本特別展では、創設以来30
年にわたって民博が蓄積してきた「聖なるもの」の映像を視覚体験していただきます。2007年3月15日～6月5日開催予定

特別展示の
おしらせ

宛  　先

問合せ先

みんぱく携帯サイト
■旬着情報 を
クリック！

●JR大阪駅（桜橋）から地下道にて徒歩約8分
●阪神梅田駅・地下鉄西梅田駅から徒歩約８分 
※車でのご来場はご遠慮ください
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アクセス

庄司 博史（民族社会研究部・教授）司  会

17：30～18：30 受付
18：30～18：35（5分） 開会：毎日新聞大阪本社編集局長　藤原 健
18：35～18：40（5分） 挨拶：国立民族学博物館長　松園 万亀雄
18：40～19：15（35分） 講演1　南 真木人「ネパール人労働者の素顔」
19：15～19：25（10分） 休憩
19：25～20：00（35分） 講演2　陳　天璽「チャイナタウン ─変容とバイタリティー」
20：00～20：30（30分） パネルディスカッション

長崎、神戸、横浜にある日本の三大チャイナタウン。華僑・華人と呼ば
れる中国系移民が多く暮らしているこれらの街は、観光地としても有名
であり、エネルギーに満ち溢れ、訪れる人をも元気にさせる不思議なパ
ワーがある。今回の講演では、クイズをしながらチャイナタウンの文化
や歴史、そこに暮らす人々について学び、また、チャイナタウンから見
えてくる日本の姿を考える。

グローバル時代のネパールを研究。村落調査を踏まえ、出稼ぎなどの移住や民族運動、マオ
イスト運動について調査する。共著に、『熱帯アジアの森の民』（2005年、人文書院）、『〈都市
的なるもの〉の現在』（2004年、東大出版会）などがある。

国家の枠組みでは語りきれない移民のアイデンティティや文化の多様性に興味を持って
いる。華僑・華人を主な研究対象としており、これまで世界各地のチャイナタウンを調査し
てきた。近年は越境や国の変動によってうまれる無国籍者の研究に取り組んでいる。著書
に『華人ディアスポラ－華商のネットワークとアイデンティティ』（明石書店）、『無国籍』
（新潮社）などがある。

プログラム

講師
紹介

専門は言語学、言語政策論。最近は日本の多民族化やそれにともなう多言語化現象について研
究している。2004年春、民博にて特別展「多みんぞくニホン ─在日外国人のくらし」を企画し
た。編書に『多みんぞくニホン』（千里文化財団）、『日本の多言語社会』（共編、岩波書店）など。

司会者
紹介

講師
紹介

「聖地・巡礼 ─自分探しの旅へ」

注意事項　 ●会場には必ず参加証をご持参下さい。参加証はお一人様一枚となっております。　●参加証がない方は会場には入れませんのでご注意願います。

2007年10月12日金18：00～20：10 （開場17：00）
日経ホール（東京都千代田区大手町1－9－5 日本経済新聞社ビル内）

定　員▶600名　参加費▶無料
主催：国立民族学博物館・日本経済新聞社
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開館30周年記念
国立民族学博物館公開講演会
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至東京駅 丸の内北口JR東北上越新幹線

申込方法：「10月12日講演会参加希望」と明記の上、1郵便番号、2住所、3氏名、4
連絡先電話番号を記載し、ハガキ、FAX、メールにてお申し込みください。
２名様以上でお申し込みの場合は、それぞれの1～4を必ず明記してく
ださい。なお、応募者が多数の場合はご参加いただけない場合もありま
す。９月下旬に参加証を発送する予定にしております。当日は手話通訳も
ございます。
※参加申込をいただいた方の個人情報は、参加証の発送、次回以降　
　の講演会、及び本館が開催するシンポジウム・フォーラムなどの
　ご案内に使用いたします。

宛　　先：〒565-8511　大阪府吹田市千里万博公園10-1
FAX　 06-6878-8479
E-mail  koenkai＠idc.minpaku.ac.jp

申込要項

問合せ先：国立民族学博物館　研究協力課研究協力係
　　　　　TEL 06-6878-8209 http://www.minpaku.ac.jp/

●地下鉄丸の内線大手町駅A1出口より左前。
●地下鉄千代田線、都営三田線大手町駅下車C1出口より徒歩約5分。
●地下鉄東西線大手町駅下車A4出口より徒歩約3分。
●JR東京駅丸の内側北口より徒歩約10分。
●JR神田駅西口から西口商店街を直進、外堀通りを左折、徒歩
約10分。

※当ホールには駐車場がありませんので、他の交通機関をご利用
ください。

1937年生まれ。1974年から国立民族学博物館に勤
務。同館前館長、現在同館名誉教授、農学博士。
学生時代から世界各地で探検、民族学調査に従
事。食いしん坊の飲み助で、日本における食文化
研究の開拓者。単著に『麺の文化史』（2006年、講
談社）、『食卓文明論　 チャブ台はどこへ消えた』
（2005年、中央公論新社）などがある。

世界各地の都市で、日本料理店が大流行している。なぜ、日本食
ブームがおきたのか？ 食べ物の背後には日本文化がある。舌か
ら理解する国際交流について考えてみよう。

１講演  石毛直道（国立民族学博物館 名誉教授）

「世界に広がる日本食」
●石毛直道（いしげ　なおみち）

羊肉はモンゴル人にとって重要な食材である。ただし、世界各地
でモンゴル料理として知られている食べ方は、実はモンゴルでは
あまり見られない。食文化は誤解されながら広がっている。私た
ちの食卓はそもそも理解と誤解の交差するグローバルな存在な
のである。

３講演  小長谷有紀（国立民族学博物館 研究戦略センター 教授）

「間違いだらけ？のモンゴル料理」 人と動物の関係について技術から儀礼まで幅広
く、モンゴルや中央アジアの遊牧民を対象に研
究。近年では環境保全や経済格差の是正を目的
としてNGO活動にも携っている。
単著に『モンゴル草原の生活世界』（1996年、朝
日新聞社）、編著に『世界の食文化③モンゴル』
（2005年、農文協）などがある。

●小長谷有紀（こながや　ゆき）

子どもたちが大好きな焼肉は、韓国料理なのか日本料理なの
か？「無煙ロースター」や「焼肉のタレ」の開発など、日本社会で
進化してきた焼肉、それはいまや、Karaoke、Teriyakiとともに
Yakinikuとなって世界に進出している。焼肉を素材に「食のグ
ローバル化」について民族学的に料理してみよう。

２講演  朝倉敏夫（国立民族学博物館 民族文化研究部 教授）

「焼肉からYAKINIKUへ」 韓国社会に暮らす人々の文化について、家族、食
の視点から調査研究してきた。近年はアメリカ合
衆国、中国、ロシア・サハリンなどにおける海外
コリアンの生活に関する研究に取り組んでいる。
著書に『日本の焼肉　韓国の刺身』（1994年、農
文協）、『世界の食文化①韓国』（2005年、農文
協）などがある。

●朝倉敏夫（あさくら　としお）
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受　付
開　会：日本経済新聞社大阪本社編集局長　芹川洋一
挨　拶：国立民族学博物館長　松園万亀雄
講演１：石毛直道「世界に広がる日本食」
講演２：朝倉敏夫「焼肉からYAKINIKUへ」
講演３：小長谷有紀「間違いだらけ？のモンゴル料理」
休　憩
鼎　談：石毛直道×朝倉敏夫×小長谷有紀
　　　　「食卓で築く国際理解」（司会：飯田卓）

P r o g r a m

17：00～18：00
18：00～18:05 ( 5 分)
18：05～18:10 ( 5 分)
18：10～18:40 (30分)
18：40～19:00 (20分)
19：00～19:20　(20分)
19：20～19:30 (10分)
19：30～20:10 (40分)

それぞれの風土に根ざすと考えられている食文化。
いっぽうで「食」は、土地になかった要素をとりいれて、つねに変化していきます。
食をとおして異文化に接する機会がふえたいま、食は、理解されたり誤解されたり
しながら多様化していきます。
「食のグローバル化」をとおして、食とは何か、文化とは何かを考えましょう。

開館30周年記念
国立民族学博物館公開講演会
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「環境」を「生活」という視点から考えてみましょう。
資源や技術の使い方が、いまあらためて問われています。
現代に生きる先住民とアーミッシュの生活から、
あなたならどんな21世紀のライフ・デザインを描きますか？

開館30周年記念 みんぱく公開講演会
毎日新聞夕刊連載コラム「異文化を学ぶ」をもっと学ぼう！

■ 日　時：2008年3月7日（金）18：30～20：30（開場17：30）
■ 場　所：オーバルホール 大阪市北区梅田3-4-5 毎日新聞ビルB1
■ 定　員：400名　　■ 参加費：無　料

新しい
ライフ・
 求めて

デザインを

主 催： 国立民族学博物館・毎日新聞社

注 意 事 項 ● 会場には必ず参加証をご持参ください。参加証はお一人様一枚となっております。

開館30周年記念 みんぱく公開講演会
毎日新聞夕刊連載コラム「異文化を学ぶ」をもっと学ぼう！

開館30周年記念特別展のおしらせ

少数民族の暮らしと工芸

「3月7日講演会参加希望」と明記の上、1）郵便番号、2）住所、3）氏名（ふ
りがな）、4）連絡先電話番号を記載し、ハガキ、FAX、メールにてお申し込
みください。2名様以上でお申し込みの場合は、それぞれの1）～4）を必ず
明記してください。なお、応募者が多数の場合はご参加いただけない場合も
あります。2月中旬に参加証を発送する予定にしております。当日は手話通訳
もございます。
車椅子や介助等を必要とされる方は事前にお申し出ください。
※参加申込をいただいた方の個人情報は、参加証の発送、次回以降の講演会、及び本館が開
催するシンポジウム・フォーラムなどのご案内に使用いたします。

■ 申込方法：
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「森に生きる先住民 ─ロシアと中国のあいだで─」
佐々木史郎 ささき しろう（研究戦略センター・教授）

講演1

「アーミッシュのユートピア探求」
鈴木七美 すずき ななみ（先端人類科学研究部・教授）

講演2

司会

アメリカ合衆国には、いまも馬にひかせたバギーが行き交う地域がある。手綱を
とるのは、信教の自由を求めて18世紀にヨーロッパから移住したアーミッシュ。
大地を耕し、車や電話、テレビなど近代的テクノロジーを使わず昔ながらの暮ら
しを守っている。近年、キルトやジャムづくりを通して世界の災害・紛争地域への
援助にも関わる人々の生活実践から、現代に生きるライフスタイルのヴァリエー
ションを探る。

ながらく北方ユーラシアの寒冷地帯に暮ら
す人々の文化に関心を持ってきたが、近年
は社会主義という体制を経験した人々の社
会の研究にも従事している。著書に『北方か
ら来た交易民―絹と毛皮とサンタン人』（日
本放送出版協会、1996年）、『港町の世界史
① 港町と海域世界』（青木書店、2005年）な
どがある。

ユートピア・コミュニティ、代替医療運動、オ
ルタナティブ教育など、ライフデザインの思
想と実践を追っている。生きる空間の可能
性を拓いてゆきたい。
著書に、『出産の歴史人類学―産婆世界の
解体から自然出産運動へ』（新曜社、1997
年）、『癒しの歴史人類学―ハーブと水のシ
ンボリズムへ』（世界思想社、2002年）など
がある。

専門はヨーロッパ人類学。皮膚感覚のヨーロッパを探りなが
ら、オーストリアやドイツで調査している。著書に『土地を読み
かえる家族―オーストリア・ケルンテンの歴史民族誌』（新曜
社、1999年）、『ヨーロッパ人類学―近代再編の現場から』（新
曜社、2004年）などがある。

中国は、多民族国家としての顔をももちあわせています。本特展では、チワン族の高床住居の暮らしや、ミャオ族・イ族などの
服飾・工芸品を紹介します。多彩な自然、悠久の歴史がはぐくんだ中国の少数民族の知恵にふれていただくことができます。
2008年3月13日～6月3日開催予定

■ 宛　　先： 〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10-1
　　　　　　FAX  06-6878-8479
　　　　　　メールアドレス koenkai@idc.minpaku.ac.jp
■ 問合せ先： 国立民族学博物館 研究協力課研究協力係
　　　　　　TEL 06-6878-8209
　　　　　　http://www.minpaku.ac.jp/

●JR大阪駅（桜橋）から地下道にて徒歩約8分 
●阪神梅田駅・地下鉄西梅田駅から徒歩約８分 ※車でのご来場はご遠慮ください

17：30～18：30　受  付
18：30～18：35　開  会 毎日新聞大阪本社編集局長　藤原 健
18：35～18：40　挨  拶 国立民族学博物館長　松園万亀雄
18：40～19：10　講演1 佐々木史郎「森に生きる先住民―ロシアと中国のあいだで」
19：10～19：40　講演2 鈴木七美「アーミッシュのユートピア探求」
19：40～19：55　休 憩
19：55～20：30　パネルディスカッション

森明子 もり あきこ（研究戦略センター・教授）

「深奥的中国」

森の中で狩猟を生業とする人 と々いうと、石器時代人の生き残りのような印象を
与えるが、ロシア沿海地方の先住民族ウデヘにはそれは当てはまらない。常に最
先端の装備をもち、激動の20世紀を狩猟という生業で生き抜いてきた彼ら独自
のライフスタイルを紹介しながら、21世紀の持続可能なライフスタイルを考える。

なり わい

みんぱく携帯サイト
■旬着情報 を
クリック！

会場には必ず参加証をご持参ください。参加証はお一人様一枚となっております。参加証がない方は会場には入れませんのでご注意ください。注意事項

A Histór ia e  as Perspec t ivas 

do Intercâmbio Bi lateral

主催：国立民族学博物館・日本経済新聞社　後援：外務省・駐日ブラジル大使館
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会場：日経ホール（日本経済新聞社ホール）
東京都千代田区大手町１̶９̶５ 日本経済新聞社ビル内

定員：600名 参加費：無料

2008年10月17日[金]18:00‒20:10 [開場17：00]

写真提供：株式会社商船三井、JICA横浜 海外移住資料館、庄司博史

参加申込方法 ★手話通訳あり

プログラム

●地下鉄丸の内線大手町駅A1出口より左前。●地下鉄千代田線、都営三田線大手町駅下
車C1出口より徒歩約5分。●地下鉄東西線大手町下車A4出口より徒歩約3分。●JR東京
駅丸の内側北口より徒歩約10分。●JR神田駅西口から、西口商店街を直進、外堀通りを左
折、徒歩約10分。※当ホールには駐車場がありませんので、他の交通機関をご利用ください。

丸ノ内線 大手町駅 東
西
線 

大
手
町
駅

半
蔵
門
線
大
手
町
駅

千代田線・都営三田線 大手町駅

日
本
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済
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聞
社
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日
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ル
）

経団連

日本開発銀行

A1出口

C1出口

JAビル

KDDビル
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売
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聞
社
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口
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口
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至東京駅 丸の内北口至東京駅 丸の内北口JR東北上越新幹線JR東北上越新幹線

演題は、ブラジル移住７０周年の折、当時国立民族学博物館長だっ
た梅棹忠夫氏がサンパウロで講演したときの標語です。新世界への
移住は新文明への参加であり、日本人もその文化的特質をたずさえ
て国家形成に寄与したというテーゼです。それから３０年、国策移住
はなくなりましたが、参加の度合いはすすんでいます。あらためて日
本人の海外移住の文明史的意義を問いたいとおもいます。

「われら日本人、新世界に参加す」

1970年以来、北海道、ハワイ、カリフォルニア、そしてブラジルへとわたった日本人を追いかけてきた。JICA
横浜の海外移住資料館の創設にかかわり、旧神戸移住センターの再整備にも関与している。主著に『日
本宗教と日系宗教の研究－日本、アメリカ、ブラジル』（89年、刀水書房）、編著に『陶酔する文化－中南米
の宗教と社会』（92年、平凡社）、近著に『カレンダーから世界を見る』（08年、白水社）、『会社のカミ・ホト
ケ』（06年、講談社）などがある。

「10月17日講演会参加希望」と明記の上、❶郵便番号、❷住所、❸氏名、❹連絡先電話番号、❺
今後の講演会などのご案内送付希望の有無を記載し、ハガキ、FAX、メールにてお申し込みくださ
い。2名様以上でお申し込みの場合は、それぞれの方の❶～❺を必ず明記してください。手話通訳を
ご希望される場合は、お席をご用意いたしますのでお申し込みの際に必ずご記入ください。なお、応
募者が多数の場合はご参加いただけない場合もあります。9月下旬に参加証を発送する予定です。
※参加申込をいただいた方の個人情報は、参加証の発送、次回以降の講演会などのご案内に使用いたします。

宛　　先 〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10-1
 FAX：06-6878-8479　E-mail：koenkai@idc.minpaku.ac.jp
問合せ先 国立民族学博物館 研究協力課研究協力係
 TEL：06-6878-8209　URL：http://www.minpaku.ac.jp/

17:00～18:00  受　付　　 
18:00～18:05 （ 5分） 開会：日本経済新聞社大阪本社編集局長 川合 英雄
18:05～18:10 （ 5分） 挨拶：国立民族学博物館長 松園 万亀雄
18:10～18:45 （35分） 講演1 中牧 弘允「われら日本人、新世界に参加す」
18:45～19:20 （35分） 講演2 アンジェロ･イシ「われらブラジル人、日本社会に参加す」
19:20～19:35 （15分） 休　憩　
19:35～20:10 （35分） パネル・ディスカッション 中牧 弘允×アンジェロ･イシ（司会：庄司博史）

中牧 弘允
国立民族学博物館
民族文化研究部 教授

日本には今、32万人以上のブラジル国籍者が在住しています。その
大多数は、日本からブラジルへ移住した日系人の子孫です。彼ら彼
女らの滞日期間は確実に長期化し、その活動の幅と可能性も多様化
しています。本講演では、このような在日ブラジル人一世や、日本で生
まれ育っている在日ブラジル人二世による日本社会への貢献や今後
の可能性について紹介したいとおもいます。

日系移民や在日ブラジル人のメディアやコミュニティ形成について、国際社会学の視点から調査を行ってき
た。近年では日系ブラジル人の新世代の芸能人や各国に離散したブラジル移民に関する研究に取り組ん
でいる。単著に『ブラジルを知るための55章』（01年、明石書店）』、共著に『Global Japan』（03年、
RoutledgeCurzon）、『移動する人々、変容する文化』（08年、お茶の水書房）などがある。

「われらブラジル人、日本社会に参加す」

アンジェロ・イシ
武蔵大学

社会学部 准教授
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専門は言語学、言語政策論。近年では日本の多民族化やそれにともなう多言語
化現象について研究している。04年春、民博にて特別展「多みんぞくニホン－在
日外国人のくらし」を企画した。編著に『多みんぞくニホン』（04年、千里文化財
団）、共編著に『日本の多言語社会』(05年、岩波書店)などがある。

司会/庄司 博史 国立民族学博物館 民族社会研究部 教授

主催：国立民族学博物館・毎日新聞社　後援：在大阪インド総領事館

【講演1】インド西部の暮らしと信仰－包括と分割のはざまで／三尾　 稔（国立民族学博物館 研究戦略センター 准教授）
【講演2】環流する〈インド〉－海外在住インド人のインパクト／杉本 良男（国立民族学博物館 民族社会研究部 教授）
パネルディスカッション／パネリスト：三尾 稔×杉本 良男　司会：寺田 吉孝（国立民族学博物館 民族文化研究部 教授）

講演内容
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会場：オーバルホール　定員：400名　参加費：無料
大阪市北区梅田3-4-5 毎日新聞社ビルB1

2009年3月19日[木]18:30‒20:30 [開場17：30]

手話通訳
あり

「3月19日講演会参加希望」と明記の上、❶
郵便番号、❷住所、❸氏名、❹連絡先電話番
号、❺今後の講演会などのご案内送付希望の
有無を記載し、ハガキ、FAX、メールにてお申
し込みください。2名様以上でお申し込みの場
合は、それぞれの方の❶～❺を必ず明記して
ください。手話通訳をご希望される方、車椅子
をご利用される方は、お席をご用意いたします
のでお申し込みの際に必ずご記入ください。
なお、応募者が多数の場合はご参加いただけ
ない場合もあります。2月中旬より順次参加証
を発送する予定です。

※参加申込をいただいた方の個人情報は、参加証
の発送、次回以降の講演会などのご案内に使用い
たします。

宛　　先
〒565-8511
大阪府吹田市千里万博公園10-1
FAX：06-6878-8479
E-mail：koenkai@idc.minpaku.ac.jp
問合せ先
国立民族学博物館
研究協力課研究協力係
TEL：06-6878-8209
URL：http://www.minpaku.ac.jp/

・JR大阪駅（桜橋口）から地下道にて徒歩約8分
・阪神梅田駅・地下鉄西梅田駅から徒歩約８分
　※車でのご来場はご遠慮ください

注意事項

・会場には必ず参加証をご持参ください。参加証はお一人様一枚となっております。
・参加証がない方は会場には入れませんのでご注意ください。

みんぱく
携 帯
サイト

インド西部の暮らしと信仰
 ─包括と分割のはざまで

インドの生活に根ざした信仰の世界ではイスラーム
やヒンドゥーの違いはあいまいになる。教条に拠って
宗教的アイデンティティーを自覚し、他との違いを強
調する思潮とは無縁の世界であった。その生活世
界がアイデンティティー・ポリティクスに侵食されつつ
ある現在、人々はそれにどう対処するのか。またそ
の動きは政治や社会にどのようなうねりを引き起こ
すのか。インド西部の事例を紹介しながら、考える。

インド西部を調査地として宗教
と社会変容に関する文化人類学的な調査研究を行っている。近
年は都市部を中心とした消費社会化が宗教や政治意識に及ぼす
影響に関する研究に取り組んでいる。編著に『インド刺繍布のきら
めき－バシン・コレクションに見る手仕事の世界』（08年、昭和堂）、
共著にPolitical and Social Transformations in North India 
and Nepal（07年、Manohar）、『現代南アジア⑤社会・文化・ジェ
ンダー』（03年、東京大学出版会）などがある。

三尾　 稔
国立民族学博物館
研究戦略センター 准教授

講演1

環流する〈インド〉
 ─海外在住インド人のインパクト

インド社会の急激な変化は、おもに大都市部と海外
在住インド人社会をまきこんだうねりとして進行して
いる。アメリカ、イギリスなどの欧米諸国や、湾岸諸
国、東南アジアなどにひろがったインド系住民の趣
向は国内に還流し、あらたなインド趣味をつくりだし
ている。グローバル化が進行するなかで、映画、
ファッションなど人びとの生活文化がどのように変化
し、またナショナリズムの質をどのように変貌させてい
るのか、インド南部の事例を中心に考える。

講演2

アジアの音楽・芸能文化について民族音楽学の視点から調査研
究を行っている。近年はグローバル化と南インド音楽の変容に関
する研究に取り組んでいる。編著にMusic and Society in 
South Asia（08年、国立民族学博物館）、共著に『音楽する身
体』（08年、昭和堂）、『日系アメリカ人の歩みと現在』（02年、人
文書院）などがある。

寺田 吉孝
国立民族学博物館
民族文化研究部 教授

司会

杉本 良男
国立民族学博物館
民族社会研究部 教授

激
動
す
る
イ
ン
ド
世
界
参加申込方法

インド南部、スリランカを調査地
として宗教・文化とナショナリズ
ムとの関係について社会人類学
的な調査研究を行っている。近
年は映画、ファッションなどのポピュラー・カルチャーとナショナリズ
ムとの関係について研究を行っている。著書に『インド映画への招
待状』（02年、青弓社）、編著に『宗教と文明化』（02年、ドメス出
版）、『キリスト教と文明化の人類学的研究』（06年、国立民族学博
物館）などがある。

ビジネスや国際政治、さらには宗教対立などで世界的な関心の的となっている
インド世界について、人びとの日常生活に焦点を当てながら、
インド社会の安全を築く糸口を探っていきたい。

17：30～18：30 受 付
18：30～18：35（5分） 開 会：岸本 卓也/毎日新聞大阪本社編集局長
18：35～18：40（5分） 挨 拶：松園 万亀雄/国立民族学博物館長
18：40～19：10（30分） 講 演１「インド西部の暮らしと信仰－包括と分割のはざまで」 三尾　稔
19：10～19：40（30分） 講 演２「環流する〈インド〉－海外在住インド人のインパクト」 杉本良男
19：40～19：55（15分） 休 憩
19：55～20：30（35分） パネル・ディスカッション：三尾 稔×杉本 良男（司会：寺田吉孝）

プログラム
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毎日新聞
大阪本社

手話通訳
あり

人
と
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畜
の
関
係
を
と
お
し
て
、

21
世
紀
に
お
け
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地
球
環
境
を
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し
ま
す
。
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感
染
症

今日の私たちの豊かな食生活や暮らしは、
世界各地で生産される肉、乳製品、皮や毛
などの家畜が産み出すものに支えられて
います。
いっぽうで、家畜などの動物から人に感染
する、新型インフルエンザのような病気も
グローバル化とともに増えています。

二
〇
〇
九
年
十
月
九
日【
金
】午
後
六
時
三
十
分
〜
九
時
十
五
分

（
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一̶

三̶

七 

日
経
ビ
ル
三
階
）

定
員
：
六
〇
〇
名　

参
加
費
：
無
料

会
場
：
日
経
ホ
ー
ル

（
開
場
：
午
後
五
時
三
十
分
）

講演1 人は家畜とどのようにつきあっているか？ 人は家畜とどのようにつきあっているか？ ／池谷 和信（国立民族学博物館 民族社会研究部 教授）
講演2 人獣共通感染症をいかに克服するか人獣共通感染症をいかに克服するか―インフルエンザを例に インフルエンザを例に ／喜田 宏（北海道大学・人獣共通感染症リサーチセンター長）
講演3 ブタの弁明ブタの弁明―弥生ブタからイベリコブタまで 弥生ブタからイベリコブタまで ／野林 厚志（国立民族学博物館 文化資源研究センター 准教授）
パネルディスカッション パネルディスカッション ●司 会／南 真木人（国立民族学博物館 研究戦略センター 准教授）

講演内容 ★手話通訳あり

主 催 ： 国 立 民 族 学 博 物 館 ・ 日 本 経 済 新 聞 社

講演要旨 講演者プロフィール

プログラム

参加申込方法
「10月9日講演会参加希望」と明記の上、❶郵便番号、❷住所、❸氏名、❹連絡先電話番号、❺今後の講演会
などのご案内送付希望の有無、を記載し、ハガキ、FAX、メールにてお申し込みください。2名様以上でお申し込
みの場合は、それぞれの方の❶-❺を必ず明記してください。また、手話通訳をご希望される方、車椅子をご利用
される方は、お席をご用意いたしますのでお申し込みの際に必ずご記入ください。なお、応募者が多数の場合は
ご参加いただけない場合もあります。9月中旬より順次参加証を発送する予定です。
※参加申込をいただいた方の個人情報は、参加証の発送、次回以降の講演会などのご案内に使用いたします。

宛　　先 〒565-8511　大阪府吹田市千里万博公園10-1
 FAX：06-6878-8479
 E-mail：koenkai@idc.minpaku.ac.jp
問合せ先 国立民族学博物館 研究協力課研究協力係
 TEL：06-6878-8209　URL：http://www.minpaku.ac.jp/
注意事項・会場には必ず参加証をご持参下さい。参加証はお一人様一枚となっております。
 ・参加証がない方は会場には入れませんのでご注意願います。

みんぱく
携帯サイト

●東京メトロ ・千代田線 「大手町駅」 中央改札より徒歩
約4分・丸ノ内線 「大手町駅」 鎌倉橋方面改札より徒歩約
5分・半蔵門線 「大手町駅」 大手町方面改札より徒歩約5
分・東西線 「大手町駅」 中央改札より徒歩約9分・東西線 
「竹橋駅」 大手門口方面改札より徒歩約3分 ●都営地下
鉄 ・三田線 「大手町駅」 大手町方面改札より徒歩約6分 
※地下鉄「大手町駅」下車C2b出口直結

●大手町ビル

至 

神
田
駅

至
有
楽
町
駅

●和田倉橋

　ファースト
●スク工ア

●りそな銀行

三菱UFJ　
信託銀行● ●

丸の内
ホテル

JR
東
京
駅

大
手
町
駅

大手町駅

竹橋駅

大
手
町
駅

大
手
町
駅

●
三井物産

●
三井物産

●
三井物産

日本政策
投資銀行
●

●
三井生命 ●KDDI

　ビル

国税局
●

気象庁
●

気象庁
●

気象庁
●

●読売新聞社

サンケイ
プラザ
●

サンケイ
プラザ
●

サンケイ
プラザ
●

●NTT
　コミュニケ
　ーションズ

逓信総合
博物館
●

消防庁
●

消防庁
●

消防庁
●

皇　

居

丸
ノ
内
線

千
代
田
線

三
田
線

半蔵門線

東西線

日
比
谷
通
り

内
堀
通
り

外堀通り
都心環状線

JAビル
●
●

経団連会館日経ビル

人
は
家
畜
と

人
は
家
畜
と

ど
の
よ
う
に

ど
の
よ
う
に

つ
き
あ
っ
て
い
る
か

い
る
か
？

現代社会では、食生活のなかで肉
や卵を利用しているが、家畜に接す
る機会は少なくなった。一方で、放し
飼いから舎飼いへと家畜の飼い方
は発展してきた。今回のインフルエン
ザが生まれた背景には、ウイルスの
温床となった工場式の畜産があった
といわれる。バングラデシュのブタの
遊牧など、持続可能な資源利用のあ
り方を通して、地球時代における家
畜と人とのつきあい方を問い直す。

野生動物、家畜、ペットなどの動物と
人とのかかわりについて、地球的視野
および人類史的視点から研究を行っ
ている。近年では、バングラデシュのブ
タの遊牧やタイの野生の鶏に関する
調査・研究に従事。単著に『現代の
牧畜民』（05年、古今書院）、『山菜
採りの社会誌』（03年、東北大学出
版会）、編著に『野生と環境』（08年、
岩波書店）などがある。

人
獣
共
通
感
染
症
を

人
獣
共
通
感
染
症
を

い
か
に
克
服
す
る
か

い
か
に
克
服
す
る
か 

―
イ
ン
フ
ル
エ
ル
エ
ン
ザ
を
例
に

近年、新興・再興感染症が世界
各地で発生し、社会を脅かしてい
る。その多くは、野生動物を自然
宿主として寄生・存続してきた微生
物が病因である。このような人獣共
通感染症は、自然界の野生動物と
微生物の生態系を解明し、予測と
予防を図る先回り戦略によってはじ
めて克服され得る。

インフルエンザウイルスの生態に関す
る研究などに対し、日本農学賞・読売
農学賞、日本学士院賞ほかを受賞。
日本学士院会員。国内にあっては、政
府審議会の専門委員として、国際的
には、WHO、FAOとOIEの科学委員
や、レファレンス研究所の責任者とし
て動物とヒトのインフルエンザ克服に
向け活動している。

ブ
タ
の
弁
明

ブ
タ
の
弁
明

―
弥
生
ブ
タ
か
ら

弥
生
ブ
タ
か
ら

　

イ
ベ
リ
コ
ブ
タ
ま
で

イ
ベ
リ
コ
ブ
タ
ま
で

ユーラシアの東部と西部とで別々に
家畜化されたブタは非常に重要な
家畜となってきた。一方で、宗教
的に不浄な動物とされたり、悪口の
材料とされたりと、ブタは多面的な
価値をもつ動物でもある。流通革
命に伴う大量消費時代の今日、変
わりつつある人間と家畜との関係を
中国やヨーロッパのブタ飼養の様子
をもとに考えてみる。

人間と動物との関わりについて、人類
学の視点から調査研究を行っている。
最近は、ブタが人間社会の中でどの
ような位置づけとされてきたかを東ア
ジアとヨーロッパの比較研究を通して
考えている。単著に『イノシシ狩猟の
民族考古学』（０８年、御茶の水書
房）、共著に『生態資源と象徴化』（０
８年、弘文堂）などがある。

池谷 和信

喜田 　宏

野林 厚志

国立民族学博物館
民族社会研究部 教授

北海道大学・人獣共通
感染症リサーチセンター長

国立民族学博物館
文化資源研究センター
准教授

17:30-18:30 受付
18:30-18:35（5分） 開会:川合 英雄/日本経済新聞大阪本社編集局長
18:35-18:40（5分） 挨拶:須藤 健一/国立民族学博物館長
18:40-19:15（35分） 講演1 人は家畜とどのようにつきあっているか？人は家畜とどのようにつきあっているか？ 池谷 和信
19:15-19:50（35分） 講演２ 人獣共通感染症をいかに克服するか人獣共通感染症をいかに克服するか ーインフルエンザを例にインフルエンザを例に 喜田 宏
19:50-20:05（15分） 休憩　
20:05-20:40（35分） 講演３ ブタの弁明ブタの弁明ー弥生ブタからイベリコブタまで弥生ブタからイベリコブタまで 野林 厚志
20:40-21:15（35分） パネル・ディスカッション（司会：南 真木人）
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講演1

講演2

講演3

国立民族学博物館50年史アーカイブズ

1



主催：国立民族学博物館・毎日新聞社

2010年3月19日[金]18:30‒20:30[開場17：30]
オーバルホール  大阪市北区梅田3-4-5 毎日新聞社ビルB1

定員：400名（先着順）   参加費：無料   手話通訳あり

講　　演／「ベリーダンスを踊ると体が笑う」―アラブから世界へ　西尾　哲夫（国立民族学博物館 民族文化研究部 教授）
パネルディスカッション／音楽は国境を越えるか？―グローバル・コミュニケーションの可能性
　　　　 　　    　　　　　　　　    西尾　哲夫｜水野　信男（兵庫教育大学 名誉教授）｜堀内　正樹（成蹊大学文学部 教授）
ベリーダンス／ロータス＆サマーラダンスグループ（エジプシャンベリーダンススタジオLotus Land）

講演内容

音楽と舞踊のグローバル・コミュニケーション

中東アラブ、とりわけエジプトを起源とする妖麗な民族舞踊、ベリーダンス。

その伝統的様式や儀礼的意味は、

イスラーム文化やヨーロッパ文化の影響を受けるなかで、大きく変容してきました。

こんにちでは、日本をはじめ、ヨーロッパ、アジア、アメリカなど

世界各地でベリーダンス教室やベリーダンスの公演が催され、

ベリーダンスは広く世界の人びとに親しまれるものとなっています。

講演会では、ベリーダンスの歴史や魅力を紹介するとともに、

その世界的なブームから見えてくる

グローバル・コミュニケーションの可能性について考えます。

みんぱく公開講演会

ワ

ル
ド

ア

　トの
最
前
線

主催：国立民族学博物館・毎日新聞社

公開講演会

ア
イ
ヌ
の
文
様
と

エ
チ
オ
ピ
ア
の
響
き

2016年3月25日（金）
18：30～20：45（開場17:30）　

定　員：480名 手話通訳あり
参加費：無料（要事前申込/「参加証」が必要です）

オーバルホール 大阪市北区梅田3-4-5
毎日新聞社ビルB1

佐々木 史郎（国立民族学博物館 教授）
アイヌの衣服の素材と文様

講演1

講演2 川瀬　慈（国立民族学博物館 助教）
職能者からアーティストへ
―世界に羽ばたくエチオピアの楽師たち

会  場

・JR大阪駅（桜橋口）から地下道にて徒歩約8分
・阪神梅田駅・地下鉄西梅田駅から徒歩約8分

大阪駅前
第一ビル 大阪駅前

第二ビル
大阪駅前
第三ビル

大阪駅前
第四ビル

阪神百貨店
新阪急ビル

UFJ東京三菱

桜橋口

マルビル

ヒルトンホテル

ハービスエント
大阪四季劇場

サンケイ
ホール

桜橋渡辺
病院

UFJ

お初
天神

そねざき
けいさつ

りそな

うめだ
花月

阪急百貨店

グランフロント

大和
ハウス

ハービス
OSAKA

大阪中央
病院

日本通運

大丸

西梅
田地
下道
 (ガ
ーデ
ン 
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) 

ヒルトン
プラザウエスト

西梅田スクエア
（旧大阪中央
　郵便局跡地）

JR東西線 北新地駅
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JR大阪駅

毎日新聞
大阪本社

申込方法：「3月25日講演会参加希望」と明記の上、次の①～⑤を記載し、ハガキ、
FAX、又はメールにてお申し込みください。
①郵便番号、②住所、③氏名、④連絡先電話番号、⑤今後の講演会などのご案
内送付希望の有無（次のア～ウのうち希望する記号 ☞ ア．講演会を含む国立
民族学博物館主催の研究会・催物等の案内を希望する／イ．講演会のみの案
内を希望する／ウ．いずれの案内も希望しない）
2月下旬より順次参加証を発送する予定です。
＊1：応募者多数の場合は、ご参加いただけない場合もございます。
＊2：2名様以上でお申し込みの場合は、それぞれの方について①～⑤をご記載ください。
＊3：手話通訳をご希望される方、車椅子をご利用される方は、お席をご用意いたしま

すので、お申し込みの際に必ずご記載ください。
＊4：参加申込をいただいた方の個人情報は、参加証の発送、次回以降の講演会など

のご案内以外には使用いたしません。
宛　　先：〒565-8511　大阪府吹田市千里万博公園10-1
 ●FAX  06-6878-8479　　●メールアドレス koenkai＠idc.minpaku.ac.jp
問合せ先：国立民族学博物館 研究協力課研究協力係
 ●TEL  06-6878-8209
注意事項： ・会場には必ず参加証をご持参ください。
 　参加証はお一人様一枚必要です。
 ・参加証をお持ちでない方は会場に入れないことがありますのでご注意ください。

※車でのご来場はご遠慮ください

プログラム
17：30－18：30　受　付
18：30－18：35　開　会　小菅 洋人（毎日新聞大阪本社 編集局長）
18：35－18：40　挨　拶　須藤 健一（国立民族学博物館 館長）
18：40－19：15 　　　佐々木 史郎

アイヌの衣服の素材と文様
19：15－19：50 　　　川瀬　慈

職能者からアーティストへ
―世界に羽ばたくエチオピアの楽師たち

19：50－20：10　休憩
20：10－20：45　パネル・ディスカッション
　　　　　　　 上羽 陽子 × 佐々木 史郎 × 川瀬　慈

講演1

講演2

［コメンテーター紹介］
専門は民族芸術学、染織研究。インドを中心に南アジアで刺繍、染め、織りなどの手
工芸調査に従事。著書に『インド、ラバーリー社会の染織と儀礼－ラクダとともに生き
る人びと』（昭和堂、2006年）、『インド染織の現場－つくり手たちに学ぶ』（臨川書店、
2015年）などがある。

コメンテーター

講演1

講演2

最近の研究では、北海道に暮らすアイヌの人々の間でも江戸時代初期から絹や木綿の
衣服と布地が流入して、晴着やその文様にふんだんに使われていたことがわかってき
た。しかも、時代を遡るほどよい素材が使われる傾向にある。この講演では、北海道とロ
シアの博物館に収蔵されているアイヌの古い衣服から、その素材と文様の歴史を追う。

［講師紹介］
東京大学大学院社会学研究科博士課程中退。学術博士。国立民族学博物館助手、大阪
大学助教授、国立民族学博物館助教授を経て、2003年同教授。ロシアのシベリアや極
東地方の先住民族のトナカイ飼育と狩猟活動、そして同地域の近世史と近代史の研究
に従事する。

古よりエチオピア北部の社会において音楽を担ってきた楽師アズマリは、近年ポピュ
ラーミュージックの世界やエチオピア国外の音楽シーンにおいても活躍するようになっ
た。地域社会の職能者から“表現者／アーティスト”まで姿を変えつつ、グローバル
に活動する彼らを紹介したい。

［講師紹介］
アフリカ、主にエチオピアの音楽を対象にした人類学研究、及び映像作品の制作を
行う。共編著に『アフリカン・ポップス！―文化人類学からみる魅惑の音楽世界』
（明石書店、2015年）『フィールド映像術』（古今書院、2015年）等。
フィルモグラフィ www.itsushikawase.com

要 旨

要 旨

アイヌの衣服の素材と文様

国立民族学博物館 教授佐々木 史郎

国立民族学博物館 助教

職能者からアーティストへ
―世界に羽ばたくエチオピアの楽師たち

川瀬　慈

国立民族学博物館 准教授上羽 陽子

総合司会 南 真木人（国立民族学博物館 准教授）
進　行 丹羽 典生（国立民族学博物館 准教授）

私たち人類は
どこへ行くのか？

18：30～20：40（開場17：30）
11/10（木）2016年 ［会　場］日経ホール

（東京都千代田区大手町1-3-7日本経済新聞社ビル3階）

※要事前申込／先着順
［定　員］600名 ［参加費］無料 ※手話通訳あり

主催 日本経済新聞社

公開講演会公開講演会
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国立民族学博物館
国立民族学博物館のホームページ内にある申込フォーム画面に従って必要事項をご入力ください。
http://www.minpaku.ac.jp/

往信面に下記①から⑥と返信面に申込者の住所・氏名をご記入のうえご応募ください。
①郵便番号 ②住所（返信用宛名面にも） ③年齢（任意） ④電話番号 
⑤参加者氏名（本人を含め5名まで） ⑥１１月１０日公開講演会
【宛先】〒５６５－８５１１ 吹田市千里万博公園１０番１号 国立民族学博物館 研究協力課
※参加申込された方の個人情報は本講演会のみで使用いたします。

◆お問い合わせ先：国立民族学博物館　研究協力課　TEL06-6878-8209

申込フォームの場合

往復はがきの場合

◆申込方法：

「生き物の地球から人間中心の世界へ」講演１

〈講演要旨〉
地球の歴史にとある時間感覚を持ち込もう。大ざっぱにいって過去5億年
が多様な生き物たちの生きてきた時間だ。他方で、人類は二本足で歩き出
して500万年。ホモ・サピエンスは20万年。家畜を手にして1万年。文明な
どたかだか5000年である。一瞬にして傲慢なまでに支配者面で振る舞う
に至ったこの生き物の正体は何か、考えてみたい。

遠藤 秀紀
（えんどう ひでき）
東京大学総合研究博物館教授
作家

「遺体科学」を提唱。博士（獣医学）。大量の動物死体と起居を共に
し、解剖することで進化の歴史を明らかにする。現代人の死生観、生
命観を斬りつつ、いまを生きる。著書に、『東大夢教授』、『人体 失敗
の進化史』、『パンダの死体はよみがえる』、『哺乳類の進化』など。

「現代文明からみた生き物
　－クジラなどの野生動物の利用と保護をめぐって」

講演2

〈講演要旨〉
人類は地球環境の中で生き抜くために、クジラやアザラシなど野生動物を
食料や道具の原材料として利用してきた。ところが21世紀以降の文明社
会では人類と野生動物の関係が、利用から保護へと大きく変わりつつあ
る。クジラやアザラシなど野生動物の利用と保護の事例に基づいて人類
と生き物の共生のあり方について考える。

岸上 伸啓
（きしがみ のぶひろ）
国立民族学博物館・
総合研究大学院大学教授

文化人類学・北方先住民研究。博士（文学）。極北先住民イヌイット
やイヌピアットの捕鯨や獲物の分配について研究。著書に『クジラと
ともに生きる』、『捕鯨の文化人類学』、『贈与論再考』など。

「野生と文化からみた生き物
　－栽培化や家畜化が変えた野生の風景」

講演3

〈講演要旨〉
野生スイカは、数千年前にアフリカで栽培化されてその後世界中に広まっ
た。そして現在、育種が進められ種が産業化され文明のスイカになった。
一方で現在、アフリカスイカのアミノ酸（シトルリン）が健康のために注目
されている。野生、文化、文明と展開する人類の社会進化の考え方は正し
いのか。家畜や栽培植物の利用と保護に焦点を当てて考える。

池谷 和信
（いけや かずのぶ）
国立民族学博物館・
総合研究大学院大学教授

生き物文化誌学。博士（理学）。「狩猟採集民」からみた地球の歴史を明ら
かにする。自然、文化、文明の相互作用が課題。著書に『山菜採りの社会
誌』、『人間にとってスイカとは何か』、『地球環境史からの問い』など。

19：10
19：35
19：55　
20：10

20：40

パネルディスカッション　

　　　岸上 伸啓
　　　池谷 和信
休憩

遠藤 秀紀 × 岸上 伸啓 × 池谷 和信
終了

講演2

講演3
開　　場
開　　会 : 阪本 浩伸
（日本経済新聞社執行役員・大阪本社編集局長）

挨　　拶 : 須藤 健一
（国立民族学博物館・館長）

講演１
概要説明 : 池谷 和信
　　　遠藤 秀紀

17：30
18：30

18：40
18：45

18：35

総合司会 : 野林 厚志
（国立民族学博物館・教授）

※申込締切日 10月25日（火）

●東京メトロ
・千代田線 「大手町駅」神田橋方面改札より徒歩約2分
・丸ノ内線 「大手町駅」サンケイ前交差点方面改札より徒歩約5分
・半蔵門線 「大手町駅」皇居方面改札より徒歩約5分
・東西線 「大手町駅」中央改札より徒歩約9分
  「竹橋駅」4番出口より徒歩約2分

●都営地下鉄
・三田線 「大手町駅」大手町方面改札より徒歩約6分
  地下鉄「大手町駅」下車C2b出口直結
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開館40周年記念 国立民族学博物館公開講演会

18：30～20：40（開場17：30）
2017年11/17（金）

［参加費］無料

※要事前申込／先着順

［会　場］日経ホール
東京都千代田区大手町1-3-7
日本経済新聞社ビル3階

［定　員］600名
※手話通訳あり

主催 日本経済新聞社

公開講演会

プログラム
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　公開講演会
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国立民族学博物館
国立民族学博物館のホームページ内にある申込フォーム画面に従って必要事項をご入力ください。
http://www.minpaku.ac.jp/

往信面に下記①から⑥と返信面に申込者の住所・氏名をご記入のうえご応募ください。
①郵便番号 ②住所（返信用宛名面にも） ③年齢（任意） ④電話番号 
⑤参加者氏名（本人を含め5名まで） ⑥１１月１７日公開講演会
【宛先】〒５６５－８５１１ 吹田市千里万博公園１０番１号 国立民族学博物館 研究協力課
※参加申込された方の個人情報は本講演会のみで使用いたします。

◆お問い合わせ先：国立民族学博物館　研究協力課　TEL　06‐6878‐8209　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 FAX　06‐6878‐8479

申込フォームの場合

往復はがきの場合

◆申込方法：

「文明と文化のはざまの料理」
概要説明

〈講演要旨〉
増加していく世界の人口を支えるための食
料生産の仕組みと、そうした食環境のもとで
行われる食事のありかたは、文明と文化がつ
ながる将来的課題である。生態資源の利用、
共食や分配等の社会的機能、味や食感を伝
える調理の技術等、食に関わる様々な要素を
考えながら、文明と文化の境界面としての料
理を考える。

野林 厚志（のばやし あつし）
国立民族学博物館・総合研究大学院大学　教授

人間と他の動物との関係を、民族考古学、生業研
究、物質文化論を通して探究している。近年では、
現生人類の特徴としての道具作りと料理に焦点を
あてた調査、研究を行っている。著書に『タイワン
イノシシを追う』（2014年、臨川書店）『台湾原住
民族研究の射程』（2014年、順益台湾原住民博
物館）などがある。

「イタリア料理からみる
　グローバル、ナショナル、ローカル」

講演2

〈講演要旨〉
料理は文化的なものだが、国や市場などの思惑
も関与し、意味や形を変化させてきた。世界的
に知られるイタリア料理もその一つであり、現
在はスローフードや地中海料理などの言葉とと
もに注目されている。では、イタリア人自身は実
際に料理とどう向き合い、それを通して自らの
社会文化とどう関わってきたのか。食と社会文
化の密接な関係と、その意義について考える。

「ポスト食遷移と新たな
　フードシステムの可能性」

講演1

〈講演要旨〉
第二次大戦後、人類は、人口の激増、急速な経
済成長、都市化による人口偏在を背景に、「食
遷移」と流通システムの大変革を経験すること
になった。しかし世紀末を境に、世界のあちこ
ちで人口、経済、都市化をめぐる事情が大きく
変容し始めていて、社会は新たな食のあり方を
模索しつつある。環境・倫理問題も踏まえなが
ら、これからの食をポスト食遷移と新たなフード
システムの視点から展望したい。

中嶋 康博（なかしま やすひろ）
（東京大学大学院農学生命科学研究科　教授）

開　　場
開　　会 : 品田　卓
（日本経済新聞社執行役員・大阪本社編集局長）

挨　　拶 : 𠮷田 憲司
（国立民族学博物館・館長）

講演１
　　　　 野林 厚志
　　　中嶋 康博

17：30
18：30

18：40
18：50

18：35

総合司会 : 福岡 正太
（国立民族学博物館・准教授）

※申込締切日 １１月１０日（金）

●東京メトロ
・千代田線 「大手町駅」神田橋方面改札より徒歩約2分
・丸ノ内線 「大手町駅」サンケイ前交差点方面改札より徒歩約5分
・半蔵門線 「大手町駅」皇居方面改札より徒歩約5分
・東西線 「大手町駅」中央改札より徒歩約9分
  「竹橋駅」4番出口より徒歩約2分

●都営地下鉄
・三田線 「大手町駅」大手町方面改札より徒歩約6分
  地下鉄「大手町駅」下車C2b出口直結

19：20
19：50
20：05

20：40

パネルディスカッション　

概要説明

　　　宇田川 妙子
休憩

中嶋 康博 × 宇田川 妙子 × 野林 厚志
終了

講演2

宇田川 妙子（うだがわ たえこ）
国立民族学博物館・総合研究大学院大学　准教授

文化人類学、ジェンダー研究。イタリアの民族誌
的調査をもとに、家族・親族やジェンダーをはじ
め、近年では市民活動や食の問題にも関心を広
げている。 著書に『城壁内からみるイタリア』
（2015年、臨川書店）、編著に『仕事の人類学』
（2016年、世界思想社）、『ジェンダー人類学を
読む』（2007年、世界思想社）など。

農業経済学、フードシステム論。わが国の農と食のシ
ステムについて経済学的研究を行ってきた。最近では
食の安全と信頼問題について産官学連携のフードシ
ステム研究を進めている。著書に『食品安全問題の経
済分析』（2004年、日本経済評論社）、編著に『食の
経済』（2011年、ドメス出版）、共著に『フードシステ
ムの経済学』（2015年、医歯薬出版）など。

国立民族学博物館50年史アーカイブズ
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ⓒパコパンパ考古学調査団　撮影　Alvaro Uematsu

ⓒ東京大学アンデス調査団

オーバルホール
大阪市北区梅田3-4-5 毎日新聞社ビルB1階

3月22日（金）
2019年

18:30～20:45（開場17：30）

定員480名　参加無料
※要事前申込／先着順　※手話通訳あり

［東京サテライト会場］
聖心女子大学4号館／  
聖心グローバルプラザ3階 

ブリット記念ホール
東京都渋谷区広尾4-2-24
参加無料
※申込不要／自由入場
※手話通訳あり

講演をライブ中継でご覧いただけます！

公開講演会

主催 毎日新聞社 協力　山形大学・金沢大学人間社会研究域附属国際文化資源学研究センター・
　　　アンデス考古学調査60周年記念事業実行委員会・聖心女子大学
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返信の宛名面 往信の文面

①郵便番号
②住所
　（返信用宛名面にも）
③年齢（任意）
④電話番号 
⑤参加者氏名・ふりがな
　（本人を含め5名まで）
⑥3月22日
　公開講演会

国立民族学博物館
国立民族学博物館のホームページ内にある申込フォーム
画面に従って必要事項をご入力ください。
http://www.minpaku.ac.jp/

往信面に下記①から⑥と返信面に申込者の住所・氏名をご記入のうえご応募ください。　※申込締切日 3月18日（月） 往復はがき：消印有効
①郵便番号 ②住所（返信用宛名面にも） ③年齢（任意） ④電話番号 ⑤参加者氏名・ふりがな（本人を含め5名まで） ⑥3月22日公開講演会
【宛先】〒５６５－８５１１ 吹田市千里万博公園１０番１号 国立民族学博物館 研究協力課　※参加申込された方の個人情報は本講演会のみで使用いたします。

◆お問い合わせ先：国立民族学博物館　研究協力課　TEL：06-6878-8209　FAX：06-6878-8479　E-Mail：koenkai@minpaku.ac.jp

申込フォームの場合

往復はがきの場合

・JR大阪駅（桜橋口）から地下道にて徒歩約8分
・阪神梅田駅・地下鉄西梅田駅から徒歩約8分

※車でのご来場はご遠慮ください

司会：上羽陽子
　　  （国立民族学博物館 准教授）

17:30－18:30 開場
18:30－18:35 開会 砂間裕之（毎日新聞社大阪本社 編集局長）
18:35－18:40 挨拶 𠮷田憲司（国立民族学博物館 館長）
18:40－19:10  関　雄二（国立民族学博物館 副館長・教授）
 「神殿を掘る̶文明研究の変貌と展開」
19:10－19:40  坂井正人（山形大学 教授）
 「ナスカの地上絵の研究と保護̶山形大学の挑戦」
19:40－19:55 休憩

19:55－20:45 
 「新しい文明研究を目指して」
 コメンテーター 中村誠一（金沢大学 教授）
 参加者 関雄二、坂井正人
 進　行 卯田宗平（国立民族学博物館 准教授）

講 演１

講 演2

パネルディスカッション

　古代アンデス文明とは、15世紀の前半、
スペインの征服によって滅亡するまで、南
米の太平洋岸、南北約4000キロもの範囲
を影響下に収めたインカ帝国を含む古代文
化の総体を指します。今日のペルーとボリビ
アの一部が文明の中核地域にあたります。
　日本人研究者がアンデス文明の成立過
程の解明に挑んだのは、今から約60年前
の1958年のことでした。戦後草分けの海
外学術調査団のひとつとして誕生し、現
在もなお多くの研究者が調査に携わるな
ど、世界的に見ても珍しいほど長期間に
わたって継続しています。またアンデス文
明初期の形成期（紀元前3000年～西暦
紀元前後）と呼ばれる時代を対象に、そ
の時代を象徴する神殿の発掘を手がけて
きたことで世界的にも知られています。
　本公開講演会では、約60年にわたって
探究し続けてきた日本人研究者による文明
研究の意義、今後進むべき研究の方向性、
そして遺跡が存在する地域の人びととの
協働の可能性などのテーマをとりあげます。

講
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〈プロフィール〉
専門は文化人類学・アンデス考古学。 1979
年以来、南米ペルー北高地において神殿の発
掘調査を行い、アンデス文明の成立過程を追
究するかたわら、文化遺産の保護と活用にも
取り組む。主な著書として『古代アンデス　
権力の考古学』（06年、京都大学学術出版会）、
『アンデスの考古学　改訂版』（10年、同成
社）、『アンデスの文化遺産を活かす－考古学
者と盗掘者の対話』（14年、臨川書店）がある。

関 雄二  Yuji Seki　
国立民族学博物館 副館長・教授

〈プロフィール〉
山形大学ナスカ研究所副所長。専門は文化
人類学・アンデス考古学。近年は世界遺産
ナスカ地上絵に関する研究調査に従事して
いる。編著に『ナスカ地上絵の新展開』
（08年、山形大学出版会）、『ラテンアメリカ』
（07年、朝倉書店）などがある。

坂井 正人  Masato Sakai　
山形大学・大学院社会文化システム研究科・教授

〈プロフィール〉
中米マヤ文明の世界遺産であるホンジュラスのコパン遺跡やグアテマラのティカル遺跡を中
心に、35年にわたり現地での調査研究を指揮している。編著に『コパン考古学プロジェクト
（PROARCO）:9L-22,9L-23グループにおける考古学調査（1）』（金沢大学文化資源学
研究 第16号、18年、スペイン語）など。

中村 誠一  Seiichi Nakamura　
金沢大学・人間社会研究域附属 国際文化資源学研究センター・教授

〈講演要旨〉
日本人による南米アンデス地帯の考古学調
査は、1958年に開始され、昨年で60年を
迎えた。アンデス文明の起源を求めて研究
を推進した初期に、世界的な業績をあげた
が、その後も、文明観を変える発見や理論
構築に貢献してきた。その歴史的な流れと、
現在のプロジェクトを紹介し、今後のアンデ
ス研究の行方を展望してみたい。

〈講演要旨〉
世界遺産「ナスカの地上絵」に関する学際的
研究を、山形大学では2004年から実施してい
る。2012年にはナスカ市内に山形大学ナスカ
研究所を設立した。これまで山形大学で実施し
てきた地上絵に関する学術研究を紹介するとと
もに、現在、ペルー文化省と一緒に取り組ん
でいる地上絵の保護活動について発表する。

サテライト会場の
地図はコチラ

講 演 会 場
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至神戸

JR大阪駅

毎日新聞
大阪本社

公開講演会

主催 日本経済新聞社

「聖地巡礼のラビリンス
  ―現代日本における旅・キャラクター・物語」
　　　　　　川村 清志（国立歴史民俗博物館）

講
演
1

「遺産観光におけるバーチャリティ」
　　　　　　 飯田　卓（国立民族学博物館）

概
要
説
明

「アニメのある景観
 ―中国地域の客家文化継承をめぐって」
　　　　　　河合 洋尚（国立民族学博物館）

講
演
2

川村 清志 ×河合 洋尚
司 会： 飯田　卓パネルディスカッション

金1115
2019

18：30～20：40（17：30開場）

［場　所］日経ホール
　　　東京都千代田区大手町1-3-7日経ビル3F　
［定　員］600名（要事前申込み／先着順）　
［参加費］無料  ※手話通訳あり
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サブカルチャー
遺産の現在
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〒565-8511

往信の宛名面 返信の文面

ご
自
分
の

住
所
・
氏
名

返信の宛名面 往信の文面

①郵便番号
②住所
　（返信用宛名面にも）
③年齢（任意）
④電話番号 
⑤参加者氏名・ふりがな
　（本人を含め5名まで）
⑥11月15日
　公開講演会

国立民族学博物館
国立民族学博物館のホームページ内にある申込フォーム
画面に従って必要事項をご入力ください。
http://www.minpaku.ac.jp/

往信面に下記①から⑥と返信面に申込者の住所・氏名をご記入のうえご応募ください。　※申込締切日 11月8日（金） 往復はがき：消印有効
①郵便番号 ②住所（返信用宛名面にも） ③年齢（任意） ④電話番号 ⑤参加者氏名・ふりがな（本人を含め5名まで） ⑥11月15日公開講演会
【宛先】〒５６５－８５１１ 吹田市千里万博公園１０番１号 国立民族学博物館 研究協力課　※参加申込みされた方の個人情報は本講演会のみで使用いたします。

◆お問い合わせ先：国立民族学博物館　研究協力課　TEL：06-6878-8209　FAX：06-6878-8479　E-Mail：koenkai@minpaku.ac.jp

申込フォームの場合

往復はがきの場合

17：30　開 場
18：30　開 会　　　藤井 達郎
　　　　　　　　　　 （日本経済新聞社常務執行役員・大阪本社代表）

18：35　挨 拶　　　𠮷田 憲司（国立民族学博物館・館長）
18：40　概要説明 　 飯田　 卓（国立民族学博物館・教授）
19：00　講 演１　 　川村 清志（国立歴史民俗博物館・准教授）
19：25　講 演２　 　河合 洋尚（国立民族学博物館・准教授）
19：50　休 憩
20：05　パネルディスカッション　川村 清志 × 河合 洋尚　　　
　　　　　　　　　　　　　司 会 ： 飯田　卓
20：40　終 了　

人文社会科学に先んじて、地域振興を進める内閣府や経済産
業省、地方自治体が注目してきたクール・ジャパン。日本では、
地域と強く結びついたアニメを観光資源に用いる「聖地巡礼」
も、クール・ジャパンの潮流のなかで始まりました。しかし、日
本から離れて海外の事例に目を向けたとき、同様の現象はどの
ような意味を帯びているのでしょうか。また、アニメをはじめとす
るポピュラー・カルチャーの流行サイクルの速さと、息長く持続
させるべき観光振興は、はたして相性がよいといえるのでしょう
か。文化や文化遺産の問題を地域の問題として考えてきた人
類学者・民俗学者が、聖地観光の意味を考えます。

プログラム
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サブカルチャー
遺産の現在

概要説明

飯田　卓
Taku Iida
国立民族学博物館
教授

最近、台湾や中国本土では、景観デザインにアニメ・キャラクターをとりい
れるという、新たな動きがみられる。この動きは、民族の文化遺産が失われ
るという危機と深くかかわっている。中華圏ではアニメはどのようにとらえら
れているのか。アニメを景観デザインとして使うことでどのような効果が期待
されているのか。客家と呼ばれる人々を事例として、この問いに答えていき
たい。

中国南部における文化的景観の創出について、人類学の視点から調査研究
を行っている。近年は環太平洋の漢族、なかでも客家と呼ばれる集団を調査
の対象としている。著書に『景観人類学の課題―中国広州における都市環
境の表象と再生』（2013年、風響社）、『客家―歴史・文化・イメージ』
（2019年、現代書館）などがある。

「遺産観光におけるバーチャリティ」

テーマ設定のきっかけとなった「文化遺産の人類学」について述べたあと、
この分野が直面する課題として、不可視の実践の問題を提起する。すなわち、
インターネット上でおこなわれる不可視のコミュニケーションとその表面化の
プロセスを、どのように把握すればよいのか。この問題に関わって、総合討
論では文化の概念についても議論する。

アニメや漫画の舞台となった場所を巡る「聖地巡礼」は、2000年代以後に
大きく展開する。聖地の中には、地方の自治体や企業を巻き込み、国際的な
観光地に成長する一方で、ファンと地域社会が物語を超えた新たな関係性を
築くケースもみられる。地域社会の実情に対応した関係性の深化に注目しな
がら、聖地の現在を考えていきたい。

学術博士。日本の祭礼や民俗芸能を中心に、フィールドワークに基づく研究
を続けてきた。メディアによる文化表象への関心から映像文化の批評やドキュ
メンタリー制作も行う。主な作品に『明日に向かって曳け―石川県輪島市皆
月山王祭の現在』（DVD監督、2016年）、『石川県輪島市山王祭フォトエス
ノグラフィー準備編』（川村清志・倉本啓之編、2018年）などがある。

有形のものを修復によって保存するという従来の文化遺産学をのり越え、人
びとの実践の反復によって有形無形の文化を次世代にひき継ぐという「文化
遺産の人類学」を提唱している。著書に『海を生きる技術と知識の民族誌―
―マダガスカル漁撈社会の生態人類学』（2008年、世界思想社）、編著に『文
明史のなかの文化遺産』（2017年、臨川書店）などがある。

講演１

講演2

「聖地巡礼のラビリンス
　―現代日本における旅・キャラクター・物語」

川村 清志
Kiyoshi Kawamura
国立歴史民俗博物館
准教授

講演要旨

プロフィール

講演要旨

講演要旨

プロフィール

プロフィール

「アニメのある景観
   ―中国地域の客家文化継承をめぐって」

河合 洋尚 
Hironao Kawai
国立民族学博物館
准教授
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●東京メトロ
・千代田線 「大手町駅」神田橋
方面改札より徒歩約2分
・丸ノ内線 「大手町駅」サンケ
イ前交差点方面改札より徒
歩約5分
・半蔵門線 「大手町駅」皇居方
面改札より徒歩約5分
・東西線 「大手町駅」中央改札
より徒歩約9分
  「竹橋駅」4番出口より徒歩約
2分

●都営地下鉄
・三田線 「大手町駅」大手町
方面改札より徒歩約6分
  地下鉄「大手町駅」下車C2b
出口直結

講演会場申込方法

ⓒ東京大学アンデス調査団

主催 毎日新聞社 協力　聖心女子大学

公開講演会

オーバルホール
大阪市北区梅田3-4-5 
毎日新聞社ビルB1階

定員420名  参加無料 
※要事前申込／先着順 　※手話通訳あり

［東京サテライト会場］

聖心女子大学4号館／聖心グローバルプラザ3階 

ブリット記念ホール 
東京都渋谷区広尾4-2-24
参加無料　※申込不要／自由入場　※手話通訳あり

講演をライブ中継でご覧いただけます！

ドイツの
トルコ系移民から
私たちの
これからを
考える

2020年
2月28日　 金

（開場17時30分）

18時30分～
　　　20時45分
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往信の宛名面 返信の文面

ご
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・
氏
名

返信の宛名面 往信の文面

①郵便番号
②住所
　（返信用宛名面にも）
③年齢（任意）
④電話番号 
⑤参加者氏名・ふりがな
　（本人を含め5名まで）
⑥2月28日
　公開講演会

国立民族学博物館
国立民族学博物館のホームページ内にある申込フォーム
画面に従って必要事項をご入力ください。
http://www.minpaku.ac.jp/

往信面に下記①から⑥と返信面に申込者の住所・氏名をご記入のうえご応募ください。　※申込締切日 2月21日（金） 往復はがき：消印有効
①郵便番号 ②住所（返信用宛名面にも） ③年齢（任意） ④電話番号 ⑤参加者氏名・ふりがな（本人を含め5名まで） ⑥2月28日公開講演会
【宛先】〒５６５－８５１１ 吹田市千里万博公園１０番１号 国立民族学博物館 研究協力課　※参加申込された方の個人情報は本講演会のみで使用いたします。

◆お問い合わせ先：国立民族学博物館　研究協力課　TEL：06-6878-8209　FAX：06-6878-8479　E-Mail：koenkai@minpaku.ac.jp

申込フォームの場合

往復はがきの場合

・JR大阪駅（桜橋口）から地下道にて徒歩約8分
・阪神梅田駅・地下鉄西梅田駅から徒歩約8分

※車でのご来場はご遠慮ください

　グローバル化が加速する現代世界において、人びとはかつてない規模
で国境を越えている。移動は地球上のあらゆるところに起こっていて、ビジ
ネスや観光で移動する人、越境労働者として移動する人、難民として故国
を離れる人など移動の理由もさまざまである。移民と呼ばれるのは、国境を
越えて移動する人びとのなかでも、移動した先で家族生活を営み、世代を
越えてホスト社会に生活の場を築いていくようになった人びとをさす。移民
はホスト社会とは異なる文化をもつために、衝突や対立をはらむこともある
し、また異なる文化の出会いが新しい文化や価値を生み出すこともある。
　ヨーロッパは、移民や難民の受け入れで長い歴史をもち、文化間の軋轢
を経験しつつ、「多文化主義」、「ダイバーシティ」という今日の世界で重要
な価値もつくりだしてきた。本講演会では、多文化的な社会とはどういうもの
か、そこで移民の人びとがどのように生きているのか、ドイツのトルコ系移民
に焦点をあてて描き出す。ドイツ連邦統計局（2016）によると、現在、ドイツに
居住する外国人は全人口の約11％、ドイツ国籍保持者で移民の背景を持
つ人を合わせると全人口の約23%に達する。そのなかで最大人口を占め
るのがトルコ系で、たとえばサッカーのナショナルチームにもトルコ系移民の
背景をもつ選手は少なくない。
　2019年4月、改正出入国管理法が施行され、日本でもますます多くの外
国人が生活するようになることが予想される。パネルディスカッションには日
本の移民研究の研究者も加えて、ヨーロッパでの移民の経験を参照しな
がら、日本で多民族・多文化共存の社会をどのように構想することができる
か、考えていきたい。

森 明子 
国立民族学博物館・グローバル現象研究部・教授

専門は文化人類学、ヨーロッパの民族誌研究。1986年以
来、オーストリア国境の村とドイツのベルリンで、社会変
容のなかの家族について調査研究を行う。主な著作として、
『ケアが生まれる場―他者とともに生きる社会のために』
（2019年、ナカニシヤ出版）、『ヨーロッパ人類学の視座
―ソシアルなるものを問い直す』（2014年、世界思想社）、
『土地を読みかえる家族―オーストリア・ケルンテンの歴史
民族誌』（1999年、新曜社）などがある。

石川 真作
東北学院大学・経済学部共生社会経済学科・教授

専門は文化人類学、移民研究。ドイツ在住トルコ系移民に
ついてデュースブルク市を中心に調査研究を行い、日本の
外国人住民についても調査している。主な著作として、『周
縁から照射するＥＵ社会―移民・マイノリティとシティズン
シップの人類学』（2012年、世界思想社）、『ドイツ在住ト
ルコ系移民の文化と地域社会―社会的統合に関する文化
人類学的研究』（2012年、立教大学出版会）などがある。

高谷 幸
大阪大学大学院・人間科学研究科・准教授

専門は社会学、移民研究。非正規移民や移住女性を中心
に日本在住の移民について調査研究を行う。移民支援
NGO で活動の経験ももつ。主な著作として、『移民政策と
は何か』（2019年、人文書院）、『追放と抵抗のポリティクス』
（2017年、ナカニシヤ出版）などがある。

18:30－18:35　　開会　　 島田　 智（毎日新聞社大阪本社・編集局長）
18:35－18:40 　　挨拶　　 𠮷田 憲司（国立民族学博物館・館長）
18:40－19:15        講演１　 森　 明子 （国立民族学博物館・グローバル現象研究部・教授）
　　　　　　　　「あるトルコ系ドイツ人の肖像― 国境を越える家族の父として」
19:15－19:45            講演２　 石川 真作（東北学院大学・経済学部共生社会経済学科・教授）
　　　　　　　　「移民とともに変わる地域社会― デュースブルク市のモスク建設より」

20:00－20:45            パネルディスカッション   

　　　　　　　　コメント：高谷　 幸（大阪大学大学院・人間科学研究科・准教授）
　　　　　　　　司 　　会：相島 葉月（国立民族学博物館・グローバル現象研究部・准教授）
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毎日新聞
大阪本社

2020.11.6 金 18：30～20：30
（17：30 開場）

対

　談

総合司会　相島 葉月（国立民族学博物館・准教授）

場　所   日本経済新聞社大阪本社カンファレンスルーム　
　　　　   大阪府大阪市中央区高麗橋1-4-2

定　員   100名 ※要事前申込み／先着順

講

　演

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の

挑
戦

参加費   無料

※新型コロナウイルス感染症の流行状況によっては開催の中止、形式の変更等となる場合もあります。

※本講演会は会場内での聴講のほか、WEBライブ中継（要事前申込み）でも参加いただけます。

2020.11111111111.66 金 18：30～20：30
（17：30 開場）

対

談

総合司会　相島 葉月（国立民族学博物館・准教授）

場　所   日本経済新聞社大阪本社カンファレンスルーム　
　 大阪府大阪市中央区高麗橋1-4-2

定　員   100名 ※要事前申込み／先着順

講

演
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の
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参加費  無料

※新型コロナウイルス感染症のの流行状況によっては開催の中止、形式の変更等となる場合もあります。

※本講演会は会場内での聴講のほか、WEBライブ中継（要事前申込み）でも参加いただけます。
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公開講演会
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日本経済新聞社
大阪本社

◆お問い合わせ先
国立民族学博物館　研究協力課
TEL 06-6878-8209

国立民族学博物館
国立民族学博物館のホームページ内にある申込フォーム画面に
従って必要事項をご入力ください。
https : / /www.minpaku .ac . jp/
令和２年10月5日（月）受付開始予定
※参加申込みされた方の個人情報は本講演会でのみ使用いたします。
                 

◆申込方法
・地下鉄　堺筋線
「北浜駅」４番出口より徒歩約３分
・京阪電車　京阪本線
「北浜駅」３０番出口より徒歩約３分

◆講演会場

　世の中が乱れると、ファンタジーブームが起きると言われて
います。フランス革命勃発後、人びとはファンタジーに夢中に
なりましたし、関東大震災のあともファンタジーが読まれまし
た。ボッカチオの『デカメロン』はペスト禍のときに書かれま
したし、『千一夜』最古の写本が成立したとされる 14 世紀前後は、
中東地域でペストが猛威をふるった時期でした。
　「みんな今を生きているって、想像しよう」とジョン・レノン
は言いました。いま一人ひとりが、これからどう生きよう、世
の中はどうなるのだろうと不安にかられているかもしれません。
ファンタジーは、その問いかけに即答するようなものではあり
ません。その役割とは、もうひとつの世界を想像してみること、
その可能性の中で日々を生きていくかけがえのなさを見つめる
ことなのです。ファンタジーに思いを寄せることは、広い意味
での想像力、創造力という人間に備わった能力の一部です。
　人間は、10 万年ほど前に言葉を獲得したとされています。お
そらくは時を同じくして、さまざまな生存戦略の一部として「虚
構の世界を創る」能力も獲得したのです。この能力は他者をあ
ざむくためだけでなく、他者とつながるためでもあったでしょ
う。自分ではどうにもならない事象を前にしてそれを理解し超
えていく、たとえ超えられなくても見知らぬものをそばに置き
直して楽しむために想像の世界を広げていったのではないで
しょうか。
　ファンタジーという文学ジャンルが広く認められるように
なったのは、比較的新しい時代のことです。しかしファンタジー
そのものは、人類が言葉を獲得してからずっと人間の営みの一
部でした。言葉で世界を発見していく文学行為としてのファン
タジーについて、その創造の現場で考えてみたいと思います。

1958年、香川県生まれ。京都大学大学院文学研究科博士課
程修了。文学博士（京都大学）。現在、人間文化研究機構・国立
民族学博物館教授。総合研究大学院大学教授。主な著書に
『アラビアンナイト――文明のはざまに生まれた物語』（岩
波新書、2007年）『世界史の中のアラビアンナイト』（NHK
出版、2011年）『ヴェニスの商人の異人論――人肉一ポンド
と他者認識の民族学』（みすず書房、2013年）ほか。アラブ遊
牧民の言語や文化に関する言語人類学的研究やアラビアン
ナイトをめぐる比較文明学的研究をしている。近著の『ガラ
ン版千一夜物語』（岩波書店、2019～2020年、全六巻）は各
紙の書評等で話題となっている。

1979年、奈良県生まれ。京都大学農学部卒、同大学院農学
研究科修士課程修了。2003年、『太陽の塔』で日本ファンタ
ジーノベル大賞を受賞し、小説家デビュー。2007年『夜は
短し歩けよ乙女』で山本周五郎賞を、2010年『ペンギン・ハ
イウェイ』で日本SF大賞を受賞する。『四畳半神話大系』『有
頂天家族』『有頂天家族　二代目の帰朝』はTVアニメ化もさ
れた。ほかの著書に『四畳半王国見聞録』『聖なる怠け者の冒
険』『夜行』等がある。最近の『熱帯』はアラビアンナイトにイ
ンスピレーションを得た実験的小説で、国立民族学博物館
の教員を主人公のモデルにしている。なお本作品は直木賞
候補作になるとともに、高校生直木賞を受賞した。
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ー
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19：30　　対　　談　森見 登美彦（作家）× 西尾 哲夫（聞き手）

　　　　　　「妄想が世界を創る！」
20：30　　終了
総合司会 : 相島 葉月（国立民族学博物館・准教授）

17：30　　開場
18：30　　開会　  渡邊 園子（日本経済新聞社・大阪本社編集局長）
18：35　　挨拶　  𠮷田 憲司（国立民族学博物館・館長）
18：40　　基調講演　西尾 哲夫（国立民族学博物館・教授）

　　　　　　「アラジンはなぜ世界を魅了するのか？―ファンタジーの文明誌」　　
19：10　　休憩
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主催 毎日新聞社

公開講演会
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ロ
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す
る

2021.
18：30～20：45（17：30開場）

3 ［Fri］19

※手話通訳あり　
※本講演会は会場内での聴講のほか、WEBライブ中継（要事前申込み）でも参加いただけます。
※新型コロナウイルス感染症対策のため、十分な距離を取ってお座りいただけます。
　また、流行状況によっては、開催の中止、形式の変更等となる場合もあります。ご了承ください。

場　所
定　員オーバルホール

大阪市北区梅田3-4-5  毎日新聞社ビルB1 180名（要事前申込み／先着順）

参加費

無料

WEB参加も可能です（要事前申込み）

総合司会　河合 洋尚（国立民族学博物館）

講
演
1

講
演
２

17：30　　　　     開 場
18：30－18：35  　開 会        島田　智（毎日新聞社大阪本社・編集局長）
18：35－18：40　 挨 拶        𠮷田 憲司（国立民族学博物館・館長）
18：40－19：10  講演１　 相島 葉月（国立民族学博物館・准教授）

　　　　　　　　　「カラテから考える
　　　　　　　   エジプトのスポーツと社会」
19：10－19：40  講演２　 小倉 孝保（毎日新聞社・論説委員）

　　　　　　　　　「岡本秀樹による中東での
　　　　　　　   空手の普及―日本人の視点より」

19：40－20：00  　休 憩

20：00－20：45  　パネルディスカッション
　　　　　　　　　  司会進行：河合 洋尚【趣旨説明】
　　　　　　　　  　コメント：アレキサンダー・ベネット
　　　　　　　　　　　　　　　　 　  （関西大学・教授）
　　　　　　　　　  パネリスト：
　　　　　　　　　  相島 葉月×小倉 孝保×アレキサンダー・ベネット
20：45　　　　　  終了

総合司会 : 河合 洋尚（国立民族学博物館・准教授）

プログラム プロフィール

今年夏に開催予定の東京オリンピックでは、二つの武道が公式種目とな
りました。柔道と空手道です。本講演会は空手を中心とした武道の中東地
域への広がりから、スポーツ文化のグローバル化について探求します。
武道は、もはや日本だけにとどまることなく、そのあり方を変えながら、
世界中で親しまれています。一方で、武道が中東地域で人気を集めている
ことは、日本では意外と知られていません。特に空手は、イスラエル、ト
ルコ、イランなどで広く普及しており、エジプトでは国民的なスポーツに
なって久しいです。一般的に空手は、日本の伝統文化として世界的に知ら
れています。しかし多くのエジプト人空手家は、空手が日本発祥の格闘技
であることを深く意識せず、グローバルな世界とつながる手段として稽古
に取り組んでいます。
では、誰が、どのような経緯で、中東に武道を広めていったのでしょうか。
中東にはどのような社会的、文化的価値があり、武道が受け入れられてい
くことになったのでしょうか。また、武道の何が中東の人々のハートをつ
かんだのでしょうか。武道のグローバルスポーツとしての展開について、
中東の事例から考えます。

若き日の岡本秀樹（右）とその教え子（左）

◆お問い合わせ先
国立民族学博物館　研究協力課
TEL 06-6878-8209
E-mail：koenkai@minpaku.ac.jp

国立民族学博物館
国立民族学博物館のホームページ内にある申込フォーム画面に
従って必要事項をご入力ください。
https : / /www.minpaku .ac . jp/
令和３年２月１２日（金）受付開始予定
※参加申込みされた方の個人情報は本講演会でのみ使用いたします。
                 

◆申込方法

・JR大阪駅（桜橋口）から地下道にて徒歩約8分
・阪神梅田駅・地下鉄西梅田駅から徒歩約8分

※車でのご来場はご遠慮ください

講 演 会 場

大阪駅前
第一ビル 大阪駅前

第二ビル
大阪駅前
第三ビル

大阪駅前
第四ビル

阪神百貨店
新阪急ビル

UFJ東京三菱

桜橋口

マルビル

ヒルトンホテル

ハービスエント
大阪四季劇場

サンケイ
ホール

桜橋渡辺
病院

UFJ

お初
天神

そねざき
けいさつ

りそな

うめだ
花月

阪急百貨店

グランフロント

大和
ハウス

ハービス
OSAKA

大阪中央
病院

日本通運

大丸

西梅
田地
下道
 (ガ
ーデ
ン 
アヴ
ェニ
ュー
) 

ヒルトン
プラザウエスト

西梅田スクエア
（旧大阪中央
　郵便局跡地）

JR東西線 北新地駅

地
下
鉄
四
つ
橋
線 

西
梅
田
駅

地
下
鉄
谷
町
線 

東
梅
田
駅

梅
田
駅

阪神
 梅田
駅

至神戸

JR大阪駅

毎日新聞
大阪本社

専門は社会人類学、中東研究、現代イスラーム思想。エジプト
にて都市中流層の教養や身体文化に関する民族誌的調査を
行う。主な著書にPublic Culture and Islam in Modern Egypt: 
Media, Intellectuals and Society (2016, IB Tauris)、「イス
ラーム復興―西洋モデルに依存しないイスラーム的近代の試
み」『大学生・社会人のためのイスラーム講座』（2018年、
ナカニシヤ出版）。

1964年滋賀県生まれ。1988年毎日新聞社入社、カイロ、
ニューヨーク両支局長、欧州総局（ロンドン）長、外信部長な
どを経て現職。2014年に英外国特派員協会賞受賞。『柔の恩
人―「女子柔道の母」ラスティ・カノコギが夢見た世界』で
小学館ノンフィクション大賞、ミズノスポーツライター最優秀
賞を受賞。近著に『ロレンスになれなかった男―空手でアラ
ブを制した岡本秀樹の生涯』（2020年、KADOKAWA）。

専門は日本思想史、日本文化論、武道研究。ニュージーランド
出身。剣道教士七段、なぎなた五段、居合道五段、銃剣道練士
六段、短剣道練士六段を取得。主な著書に『武士のエトスとそ
の歩み―武士道の思想史的考察』（2009年、思文閣出
版）、Budo: The Martial Ways of Japan (2010, Nippon 
Budokan)、『日本人の知らない武士道』（2013年、文春新
書）、Kendo: Culture of the Sword (2015, Univ. of California 
Press)。

相島 葉月（国立民族学博物館・准教授）

小倉 孝保（毎日新聞社・論説委員）

アレキサンダー・ベネット（関西大学・教授）

  

民
族
」 

 

再
考

日
本
と
台
湾
か
ら

主 催 日本経済新聞社

18
時
30
分‐

20
時
40
分（
17
時
30
分 

開
場
）

参
加
費
＝
無
料（
要
事
前
申
込
み
）

定

　員
＝
300
名（
先
着
順
）

2
0
2
2
年
11
月
11
日﹇
金
﹈

場

　所
＝
日
経
ホ
ー
ル（
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
1

　3 

7
日
経
ビ
ル
3 

‐
‐

F
）

※

手
話
通
訳
あ
り

※

本
講
演
会
は
会
場
内
で
の
聴
講
の
ほ
か
、W
E
B
ラ
イ
ブ
中
継

　（要
事
前
申
込
み
）で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

※

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
状
況
に
よ
っ
て
は

    

開
催
の
中
止
、形
式
の
変
更
等
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「公開講演会

グ
ロ
ーバル
化
の
進
行
や
大
規
模
な
人
の
移
動
と
と
も

に
、
人
種
差
別
、
移
民
排
斥
、マ
イ
ノ
リ
ティ
弾
圧
な
ど
、

民
族
間
の
対
立
や
分
断
が
世
界
各
地
で
先
鋭
化
し
て
い

ま
す
。
日
本
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
治
体
は

多
文
化
共
生
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
外
国
人
労

働
者
問
題
や
特
定
の
民
族
へ
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
憎
悪

表
現
）
な
ど
は
い
ぜ
ん
と
し
て
解
決
の
方
向
に
進
ん
で

お
ら
ず
、
む
し
ろ
深
刻
化
し
て
い
る
よ
う
に
さ
え
み
え

ま
す
。
そ
も
そ
も
「
民
族
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
民

族
と
い
う
概
念
は
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
家
族
や
地
域
の
共
同
体
、
国
民
国
家
の
流
動
化
に

よ
っ
て
、
民
族
の
か
た
ち
も
変
わ
る
で
し
ょ
う
か
。
本
講

演
会
で
は
、
日
本
と
台
湾
の
事
例
を
通
し
て
、
こ
れ
ら

の
問
題
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

17
：
30-

18
：
30 

受
付

18
：
30-

18
：
35 

開
会
挨
拶

　津
川 

悟（
日
本
経
済
新
聞
社
大
阪
本
社 

編
集
局
長
）

18
：
35-

18
：
40 

挨
拶

　𠮷
田 

憲
司（
国
立
民
族
学
博
物
館 

館
長
）

18
：
40-

19
：
05 

講
演
1

　小
熊 

英
二（
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部 

教
授
）

 

「
日
本
に
お
け
る『
民
族
』概
念 

 

そ
の
東
ア
ジ
ア
への
伝
播
と
ロシ
ア
と
の
比
較
を
交
え
て
」

19
：
05-

19
：
30 

講
演
2

　齋
藤 

玲
子（
国
立
民
族
学
博
物
館 

准
教
授
）

 

「
多
様
な
ア
イ
ヌ
民
族
と
シ
サ
（
隣
人
と
し
て
の
和
人
）」

19
：
30-

19
：
55 

講
演
3

　野
林 

厚
志（
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
）

 

「
民
族
の
モ
ザ
イ
ク

－

台
湾
の
経
験
」

19
：
55-

20
：
10 

休
憩

20
：
10-

20
：
40 

ディス
カ
ッション

 

小
熊 

英
二×

齋
藤 

玲
子×

野
林 

厚
志

 

司
会  

平
井 

京
之
介（
国
立
民
族
学
博
物
館

　教
授
）

●東京メトロ
•千代田線 「大手町駅」神田橋方面改札より
徒歩約2分
•丸ノ内線 「大手町駅」サンケイ前交差点方面
改札より徒歩約5分
•半蔵門線 「大手町駅」皇居方面改札より徒
歩約5分
•東西線 「大手町駅」中央改札より徒歩約9分
  「竹橋駅」4番出口より徒歩約2分
●都営地下鉄
•三田線 「大手町駅」大手町方面改札より徒
歩約6分
　地下鉄「大手町駅」下車C2b出口直結

講演会場

国立民族学博物館
国立民族学博物館のホームページ内にある
申込フォーム画面に従って必要事項をご入力ください。
https://www.minpaku.ac.jp/
令和4年10月6日（木）受付開始予定
※参加申込みされた方の個人情報は本講演会及び
　次回以降の講演会案内でのみ使用いたします。

申込方法

お問い合わせ先
国立民族学博物館　研究協力課
TEL 06-6878-8209

至 

神
田
駅

至
有
楽
町
駅

●和田倉橋

●りそな銀行

三菱UFJ　
信託銀行● ●

丸の内
ホテル

JR
東
京
駅

大
手
町
駅

大手町駅

竹 橋 駅

大
手
町
駅

大
手
町
駅

●
三井物産

●
三井物産

●
三井生命 ●KDDI

　ビル

気象庁
●

気象庁
●

●読売新聞社

産経
新聞社
●

産経
新聞社
●

●NTT
　コミュニケ
　ーションズ

東京消防庁
●

東京消防庁
●

皇

　居

丸
ノ
内
線

千
代
田
線

都
営
三
田
線

半蔵門線

東西線日
比
谷
通
り

内
堀
通
り

外堀通り

都心環状線

JAビル
● ●
経団連
会館日経ビル

関連するプロジェクト

特別研究　「ポスト国民国家時代における民族」

講
師

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

近
現
代
日
本
の
社
会
意
識
を

多
角
的
に
研
究
。近
年
の
成
果

に“R
acial and E

thnic 
Identities in Japan,” in 
M
.W
einer(ed.) Routledge 

H
andbook of Race and 
E
thnicity in A

sia, pp. 
271-285 （2021

）、 『
日
本

社
会
の
し
く
み：
雇
用
・
教
育
・

福
祉
の
歴
史
社
会
学
』

（
2
0
1
9
年
、講
談
社
）、

『＜

日
本
人＞

の
境
界
：
沖

縄
・ア
イ
ヌ・
台
湾
・
朝
鮮 

植

民
地
支
配
か
ら
復
帰
運
動
ま

で
』（
1
9
9
8
年
、新
曜
社
）

な
ど
。 

■
講
演
要
旨

日
本
に
お
け
る「
民
族
」の
概

念
は
、西
洋
の「
人
種
」と
ど
の

よ
う
に
異
な
る
の
か
。そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
発
生
し
、

政
治
的
に
利
用
さ
れ
、東
ア
ジ

ア
に
伝
播
し
た
の
か
。本
講
演

は
そ
の
概
略
を
述
べ
る
。 

小熊 英二
慶應義塾大学総合政策学部 教授

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ア
イ
ヌ
民
族
を
は
じ
め
北

方
地
域
先
住
民
族
の
物
質

文
化
を
研
究
、と
く
に
工

芸
や
観
光
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン

史
に
関
心
を
寄
せ
る
。編
著

に『
カ
ナ
ダ
先
住
民
芸
術
の

歴
史
的
展
開
と
現
代
的
課

題（
国
立
民
族
学
博
物
館

調
査
報
告
1
3
1
）
』

（
2
0
1
5
年
）、論
文
に

「
ア
イ
ヌ
工
芸
の
2
0
0

年
」山
崎
・
伊
藤
編『
世
界

の
な
か
の
ア
イ
ヌ・ア
ー
ト
』

（
2
0
1
2
年
、北
海
道
大

学
ア
イ
ヌ・
先
住
民
研
究
セ

ン
タ
ー
）な
ど
。

■
講
演
要
旨

ア
イ
ヌ
民
族
を
先
住
民
族

と
明
記
し
た「
ア
イ
ヌ
施
策

推
進
法
」（
通
称
）が
施
行

さ
れ
て
3
年
。法
律
制
定

に
至
る
ま
で
の
動
き
を
概

観
し
、文
化
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
、共
生
に
つ
い
て

考
え
る
。 

齋藤 玲子
国立民族学博物館 准教授

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

専
門
は
人
類
学
。主
要
な

研
究
の
テ
ー
マ
は
台
湾
の

民
族
と
文
化
、人
間
と
生

き
物
と
の
関
係
、文
明
の

な
か
の
食
文
化
。最
近
は

日
本
に
所
在
す
る
台
湾

資
料
を
オ
ン
ラ
イ
ン
公

開
、活
用
し
、「
情
報
遺

産
」と
し
て
の
学
術
資
料

の
あ
り
か
た
に
も
関
心
を

も
つ
。著
書
・
編
著
書
に

『
タ
イ
ワ
ン
イ
ノ
シ
シ
を
追

う
』（
2
0
1
4
年
、臨
川

書
店
）、『
肉
食
行
為
の
研

究
』（
2
0
1
8
年
、平
凡

社
）な
ど
。 

■
講
演
要
旨

か
つ
て「
高
砂
族
」と
よ
ば

れ
た
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア

系
先
住
民
族
の
人
々
の

歴
史
を
紹
介
し
、日
本
が

時
代
を
こ
え
て
台
湾
に
お

け
る
民
族
の
存
在
と
向
か

い
合
っ
て
い
く
意
義
を
考

え
る
。

野林 厚志
国立民族学博物館 教授

※手話通訳あり

オーバルホール
大阪市北区梅田3-4-5  毎日新聞大阪本社ビルB1

480名（先着順）
※新型コロナウイルス感染症の状況により、変更の可能性があります。

18：30～20：45（17：30開場）

食
か
ら
み
た
ヒ
ト
と
微
生
物
の
か
か
わ
り

参加費

無料
（要予約申込み）

2O23.3.31金

主 催

公開講演会 　新型コロナウイルス感染症の世界的な流行は、私たちの生が「目に見えないもの」との関係に
おいて成り立っていることを如実に示すこととなりました。ただし、私たちがともに生きる「目に見え
ないもの」は、感染症を引き起こすウイルスに限りません。たとえば、私たちの免疫や健康維持に
は腸内細菌の働きが影響するとされます。また、私たちにとって身近な発酵食品を作るうえでも微
生物の働きは不可欠です。本講演会では、食を切り口に、私たちの生がいかに微生物との関わ
り合いのうえに成り立っているのか、またその関係性がいかに変化してきたのかを具体的な事例をも
とにお話しします。そして、「目に見えないもの」を含む人間以外の存在に着目し、その多様な関
係性を探っていくことが、今後の私たちの社会を考えるうえでいかに重要なのかを考えていきます。 

17：30-18：30 受付
18：30-18：35 開会　鯨岡 秀紀（毎日新聞大阪本社 編集局長）
18：35-18：40 挨拶　𠮷田 憲司（国立民族学博物館 館長）
18：40-18：55  趣旨説明　奈良 雅史（国立民族学博物館 准教授）
 「『目に見えないもの』と人類社会」
18：55-19：25  講演1　梅﨑 昌裕（東京大学 教授）

 「人類と微生物の共生：
 パプアニューギニア高地の事例」
19：25-19：55  講演2　小倉 ヒラク（発酵デザイナー）

 「発酵文化人類学：
 微生物から見た社会のカタチ」
19：55-20：10 休憩

20：10-20：45  コメント　宇田川 妙子（国立民族学博物館 教授）
 「見えないものから見直す食の意味」
  ディスカッション
 奈良 雅史 × 梅崎 昌裕 ×  
 小倉 ヒラク × 宇田川 妙子
20：45 終了

●お問い合わせ先
国立民族学博物館　研究協力課
TEL 06-6878-8209

国立民族学博物館
国立民族学博物館のホームページ内にある申込フォーム画面に
従って必要事項をご入力ください。
https : / /www.minpaku .ac . jp/
令和5年２月１3日（月）受付開始予定
※参加申込みされた方の個人情報は本講演会でのみ使用いたします。
                 

●申込方法

・JR大阪駅（桜橋口）から地下道にて徒歩約8分
・阪神梅田駅・地下鉄西梅田駅から徒歩約8分

※車でのご来場はご遠慮ください

●講演会場

大阪駅前
第一ビル 大阪駅前

第二ビル
大阪駅前
第三ビル

大阪駅前
第四ビル

阪神百貨店
新阪急ビル

UFJ東京三菱

桜橋口

マルビル

ヒルトンホテル

ハービスエント
大阪四季劇場

サンケイ
ホール

桜橋渡辺
病院

UFJ

お初
天神

そねざき
けいさつ

りそな

うめだ
花月

阪急百貨店

グランフロント

大和
ハウス

ハービス
OSAKA

大阪中央
病院

日本通運

大丸

西梅
田地
下道
 (ガ
ーデ
ン 
アヴ
ェニ
ュー
) 

ヒルトン
プラザウエスト

西梅田スクエア
（旧大阪中央
　郵便局跡地）

JR東西線 北新地駅

地
下
鉄
四
つ
橋
線 

西
梅
田
駅

地
下
鉄
谷
町
線 

東
梅
田
駅

梅
田
駅

阪神
 梅田
駅

至神戸

JR大阪駅

毎日新聞
大阪本社

専門は人類生態学。パプアニューギニア高地人の「低タンパク質適
応」に興味をもち、腸内細菌叢の栄養機能を研究してきた。近年は、
ラオス山岳地帯の少数民族、インドネシアのスンダ人との比較研究
を実施している。主な著作として『微生物との共生：パプアニューギ
ニア高地人の適応システム』（京都大学出版会）などがある。

梅﨑 昌裕（東京大学大学院医学系研究科 教授）

専門は文化人類学、中国研究、イスラーム地域研究。中国、台湾にお
いてムスリム・マイノリティの宗教実践と自律性のあり方について調査
研究を行う。主な著作として『現代中国の〈イスラーム運動〉：生きにくさ
を生きる回族の民族誌』（風響社）、『モノとメディアの人類学』（ナカニ
シヤ出版、共編著）などがある。

奈良 雅史（国立民族学博物館 准教授）

早稲田大学で文化人類学、東京農業大学で研究生として発酵学を
学んだ後、「見えない微生物の働きをデザインの力で見えるようにす
る」ことを目指し活動開始。『てまえみそのうた』でグッドデザイン賞
2014受賞。海外でも発酵の伝道師として活動、ラジオ、テレビでも
活躍。著書として『発酵文化人類学』『日本発酵紀行』などがある。下
北沢発酵デパートメントオーナー。

小倉 ヒラク（発酵デザイナー）

専門は文化人類学、ジェンダー研究。イタリアのローマ近郊等で
1980年代後半から断続的に現地調査を行い、主に家族やジェン
ダーの観点から研究している。近年では食と地域社会の関わりにつ
いても関心を持つ。主な著書として『城壁内からみるイタリア』（臨川
書店）などがある。

宇田川 妙子（国立民族学博物館 教授）

18時30分-20時40分（17時30分開場）
場　所:日経ホール（東京都千代田区大手町1-3-7日経ビル3F）
参加費:無料（要事前申込み）
定　員:600名（先着順）

※手話通訳あり
※本講演会は会場内での聴講のほか、WEBライブ
　中継（要事前申込み）でも参加いただけます。

11 102023年 月 日（金）

民 族

嗜 好 品

国 
家

公開講演会

主 催 日本経済新聞社

開場
開会挨拶：八木谷勝美
（日本経済新聞社大阪本社 編集局長）

挨拶:吉田憲司（国立民族学博物館長）

趣旨説明：
野林厚志（国立民族学博物館・学術資源研究開発センター・教授）
講演１「依存症と人類～

人はなぜ依存症になるのか?」
松本俊彦（国立研究開発法人国立精神・神経医療研究セン
ター・精神保健研究所薬物依存研究部・部長／薬物依存症セン
ター・センター長）

講演2「文化危機と『酒狩り』～
オーストラリア先住民の選択」
平野智佳子（国立民族学博物館・人類基礎理論研究部・助教）

休憩
パネルディスカッション
終了

17：30

18：30

18：40

18：50

19：20  

19：50

20：00

20：40

プロフィール

国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所薬
物依存研究部部長。精神科医。博士（医学）。1993
年佐賀医科大学卒業。神奈川県立精神医療セン
ター、横浜市立大学精神科などを経て、現在に至る。
日本アルコール・アディクション医学会理事。主著に
「誰がために医師はいる～クスリとヒトの現代論」
（みすず書房）がある。

講演要旨

人間は薬物を使う動物である。今回の発表では、そ
のような人間と薬物とのかかわりの歴史を概観した
うえで、一臨床医としてこの問題と向き合う態度に
ついて私見を述べたい。

ヒトは依存する生きものである。依存する対象は、ものや行為、
人間や他の生きものと様 だ々が、その中の１つに嗜好品がある。

嗜好品には、酒やコーヒーのように使用や摂取がある程度
許容されるものや、大麻や覚せい剤のように法的に厳しい
規制を受け、禁止されるものがある。そして嗜好品に依存する
状態は、時に依存症という病気のレッテルがはられ、治療の対象として管理される。

一方で嗜好品の位置づけは時代や社会によって変わる。問題となるのは同時代を
生きる人々の間で、特定の嗜好品への考え方が異なる場合である。時には依存症への
対応を通した民族や特定の人々への差別や抑圧を生み出すことがある。

本講演では、人間の依存とはなにかを歴史的にひも解くとともに、嗜好品の１つである
酒をめぐる民族と国家との相互作用をオーストラリア先住民の事例から紹介する。
そのうえで、多様な価値観が共存する社会のありかたを考えてみたい。

松本  俊彦
先生

プロフィール

専門は文化人類学。オーストラリアの中央砂漠を中
心としたフィールドワークをおこなう。主要なテーマ
はアボリジニの飲酒やキャンバス制作。業績として
『酒狩りの民族誌』（2023年、御茶の水書房）、「分
配行為にみるアナングのやり方」（2021年、『文化
人類学』86巻2号）など。精神科看護師としての勤務
歴をもつ。

講演要旨

オーストラリアではアボリジニの酒への依存が問題
視され、規制の対象となっている。本講演は「酒狩
り」の事例を紹介し、文化危機に直面するアボリジ
ニの新たな選択を考える。

プロフィール

専門は人類学。主要な研究テーマは台湾の文化と歴
史、人類史と文明における食事の文化。

野林  厚志 先生

平野  智佳子
先生 申

込
方
法

お問い合わせ先
国立民族学博物館　研究協力課　 TEL 06-6878-8209

国立民族学博物館
国立民族学博物館のホームページ内にある
申込フォーム画面に従って必要事項をご入力ください。
https://www.minpaku.ac.jp/
 令和5年10月5日（木）受付開始予定
※参加申込みされた方の個人情報は本講演会及び
　次回以降の講演会案内でのみ使用いたします。
                 

講
演
会
場

●東京メトロ
•千代田線 「大手町駅」神田橋方面改札
より徒歩約2分
•丸ノ内線 「大手町駅」サンケイ前
　交差点方面改札より徒歩約5分
•半蔵門線 「大手町駅」皇居方面改札
　より徒歩約5分
•東西線 「大手町駅」西改札より
　徒歩約9分
　「竹橋駅」4番出口より徒歩約2分

●都営地下鉄
•三田線 「大手町駅」大手町方面改札
　より徒歩約6分

至 
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内
堀
通
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外堀通り

都心環状線

JAビル
● ●
経団連
会館日経ビル

特別研究「個人、帰属集団、国家の意思をめぐる
相克の解明と多文化国家の実現」

関連プロジェクト
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主 催

2024年3月１日（金）
18:30-21:00（17:30 開場）
オーバルホール
（大阪府大阪市北区梅田 3丁目 4-5 毎日新聞大阪本社ビル B1）

定員 480名（先着順） ※手話通訳あり

参加費無料
（要予約申込み）

公開講演会

創設50周年記念事業

　日本各地の祭りや芸能には、さまざまな仮面が登場する。人は面を
つけることで、神霊や鬼など人ならざる存在へと変身したり、性別を越
えたり若くも老いたりもしてきた。このように仮面は、着用することで人
間性を拡張して「異」を作り出す道具であり、転じて神霊の表象として
神聖視され祀られることもある。
　こうした日本の仮面は、どうやって現在まで守り伝えられてきたのだろ
うか？とくに、各地の祭りで使用される仮面は、長年着用されるうちに
破損や劣化を繰り返してきた。それを修復や模刻して守ってきた地域で
活躍する仮面職人の存在は、これまで多く知られてきていない。しかし、
こうした職人の技術がなければ各地の祭りや芸能は成り立たないと言え、
その重要性は改めて広く認識されるべきである。
　本講演会では、日本の祭り文化を支える仮面職人の技術や創造性に
焦点をあて、仮面というモノが生み出す多様な人間の活動について議論
していく。それにより、現代社会における仮面文化の魅力を示すことを
めざす。

お問い合わせ先
国立民族学博物館　研究協力課
TEL 06-6878-8209

国立民族学博物館
国立民族学博物館のホームページ内にある申込フォーム画面に
従って必要事項をご入力ください。
https : / /www.minpaku .ac . jp/
令和6年1月１5日（月）受付開始予定
※参加申込みされた方の個人情報は本講演会及び次回以降の講演会案内でのみ
　使用いたします。
                 

申込方法 講演会場
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・JR大阪駅（桜橋口）
 から地下道にて徒歩
 約8分
・阪神大阪梅田駅又
 は大阪メトロ西梅田
 駅から徒歩約8分

※車でのご来場はご遠
　慮ください

鈴木 昂太
国立民族学博物館 助教
専門は、日本民俗学、芸能史研究。特に
中国・東北地方の神楽を主たる対象として、
神楽を舞う宗教者や神楽団の活動の歴史
的変遷を研究している。近年は、神楽が近
代化の過程で政治権力の影響によりどのよう
に変化したのかに関心を持つ。近年の論文に「神楽と国譲り神話─
近代における芸能の創造」『歴史と地域のなかの神楽』（法蔵館）な
どがある。

報告1

竹原 雅也
清川神楽面工房 代表
神楽面打師。大分県生まれ。大分県豊後
大野市清川町に移住し、15年前から師匠の
森下菊男氏より面作りを習い技術を身につけ
た。大分県の南部を中心に伝承される「大
野系岩戸神楽」のうち「御嶽流」の神楽面
を制作している。Youtubeチャンネル「きよかわベース」で情報発信も行っ
ている。

報告2

小林 泰三
株式会社小林工房 代表
石見神楽面職人。島根県生まれ。11歳よ
り島根県伝統工芸品「石見神楽面」の技
法を学び、28歳で（株）小林工房を設立。
石見神楽面の制作や修理を中心に、「脱活
法」を活かした「和紙壁画レリーフ」など新
しい表現を追求している。自身も石見神楽の舞手であることから、こ
れまで和太鼓、バリ舞踊、バレエとの共演など、幅広い舞台活動を行っ
ている。

報告3

𠮷田 憲司
国立民族学博物館長
国立民族学博物館の第6代館長。2017年
4月から現職。アフリカを中心とした儀礼や
仮面の研究を進めるとともに、ミュージアム
（博物館・美術館）における文化の表象の
あり方を研究している。主な著書に『仮面
の世界をさぐる アフリカとミュージアムの往還』、『文化の「発見」』、『宗
教の始原を求めて』など。

基調講演

大阪駅前
第一ビル 大阪駅前
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 大阪
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至神戸

JR大阪駅

毎日新聞
大阪本社

6-10出口

─少子高齢社会を文化人類学から考える

流動化する
家族のかたち

参加費：無料（要事前申込み）
定　員：300名（先着順）

2021年
11月12日│金│
18：30‐20：40（17：30 開場）

日経ホール
東京都千代田区大手町1-3-7日経ビル3F

主 催 日本経済新聞社

※手話通訳あり
※本講演会は会場内での聴講のほか、WEBライブ中継（要事前申込み）でも参加いただけます。
※新型コロナウイルス感染症の流行状況によっては開催の中止、形式の変更等となる場合もあります。

公開講演会
家族はもっとも身近なあつまりですが、その輪郭は決して固
定的なものではありません。結婚、離婚、未婚によって家族
のかたちは変化しますし、シェアハウスやペットへの関心の高
まりは、新しい家族を求める姿ともいえます。安定しているよ
うにみえる家族も、さまざまな制度やテクノロジーを駆使し、
それに支えられています。
本講演会では、ヨーロッパと南アジアで、少子化や高齢

化と向き合っている現代家族の輪郭が変動的であることに注
目し、家族のかたちが流動化しつつあることについて考えま
す。産み・育て・食べさせ・世話し・介護する、生存の空
間としての家族の、現代世界におけるあり方について考えて
いきます。同じ観点から、感染症や震災に対面した家族に
起こっていることについて討論します。

◆お問い合わせ先
国立民族学博物館　研究協力課
TEL 06-6878-8209

国立民族学博物館
国立民族学博物館のホームページ内にある申込フォーム画面に
従って必要事項をご入力ください。
https : / /www.minpaku .ac . jp/
令和3年10月8日（金）受付開始予定
※参加申込みされた方の個人情報は本講演会でのみ使用いたします。
                 

◆申込方法
●東京メトロ
・千代田線 「大手町駅」神田橋方
面改札より徒歩約2分
・丸ノ内線 「大手町駅」サンケイ前
交差点方面改札より徒歩約5分
・半蔵門線 「大手町駅」皇居方面
改札より徒歩約5分
・東西線 「大手町駅」中央改札より
徒歩約9分
  「竹橋駅」4番出口より徒歩約2分

●都営地下鉄
・三田線 「大手町駅」大手町方面
改札より徒歩約6分
  地下鉄「大手町駅」下車C2b出口
直結

◆講演会場

17：30 開場
18：30-18：35 開会　津川 悟（日本経済新聞社大阪本社 編集局長）
18：35-18：40 挨拶　𠮷田 憲司（国立民族学博物館長）
18：40-19：10 講演1　森 明子（国立民族学博物館 教授）
 「自宅介護はどのように作動したか 
 ─EUオーストリアの山地農家」
19：10-19：40 講演2　松尾 瑞穂（国立民族学博物館 准教授）

 「ケア空間としての家族の境界
 ─インドの都市中間層」
19：40-19：55 休憩
19：55-20：40 コメント　大門 正克（早稲田大学 特任教授）
 「保育に映し出された地域と家族
 ─東日本大震災をめぐって」
 パネルディスカッション

 森 明子×松尾 瑞穂×大門 正克
 「災害・感染症とケアと家族」
20：40 終了

森 明子（もり あきこ）
国立民族学博物館 教授

■講演要旨
EU体制下のオーストリアで、老親を介護する山地の
家族のすがたをとらえる。地域の医療制度や外国人
介護者も加えて、介護家族が状況に応じてかたちをか
えていくプロセスに注目する。
■プロフィール
専門は文化人類学。オーストリア南東の村や、ドイツのベルリンで、人びとが変容
する現代世界をどのように生きているか追っている。著書に『土地を読みかえる家
族─オーストリア・ケルンテンの歴史民族誌』（1999年、新曜社）、編著に『ケ
アが生まれる場─他者とともに生きる社会のために』（2019年、ナカニシヤ出
版）などがある。

講演1

松尾 瑞穂（まつお みずほ）
国立民族学博物館 准教授

■講演要旨
インドの都市中間層の家族は、家族外の人も取り込
みつつ、日常的なケアがやり取りされる空間である。そ
の境界の変化を、90年代以降の経済自由化や都市
化、少子化とのかかわりから探る。
■プロフィール
インドをフィールドに、出産や不妊といった生殖にまつわる実践とジェンダーや家
族とのかかわりについて研究している。著書に『ジェンダーとリプロダクションの人
類学─インド農村社会における不妊を生きる女性たち』（2013年、昭和堂）、
『代理出産の文化論─出産の商品化のゆくえ』（2013年、風響社）がある。

講演2

大門 正克（おおかど まさかつ）
早稲田大学教育・総合科学学術院 特任教授

■コメント要旨
東日本大震災後、岩手県陸前高田市で調査を続けて
きた。津波の被害を免れた資料、聞き取りで聞こえてき
た声を手がかりにして、災害と地域と家族をめぐり、コメ
ントしてみたい。
■プロフィール
日本近現代の民衆史について、歴史学の視点から調査研究を進めている。いま
を生きる人に過去の経験を尋ね、地域の歴史を探り、歴史と現在を往還するなか
で研究に取り組んでいる。著書に『語る歴史、聞く歴史─オーラル・ヒストリー
の現場から』（2017年、岩波新書）、共著に『「生存」の歴史と復興の現在─
3・11分断をつなぎ直す』（2019年、大月書店）などがある。

コメント
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丸
ノ
内
線

千
代
田
線

都
営
三
田
線

半蔵門線

東西線日
比
谷
通
り

内
堀
通
り

外堀通り

都心環状線

JAビル
● ●
経団連
会館日経ビル

  

民
族
」 
 

再
考

日
本
と
台
湾
か
ら

主 催 日本経済新聞社

18
時
30
分‐

20
時
40
分（
17
時
30
分 

開
場
）

参
加
費
＝
無
料（
要
事
前
申
込
み
）

定

　員
＝
300
名（
先
着
順
）

2
0
2
2
年
11
月
11
日﹇
金
﹈

場

　所
＝
日
経
ホ
ー
ル（
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
1

　3 

7
日
経
ビ
ル
3 

‐
‐

F
）

※

手
話
通
訳
あ
り

※

本
講
演
会
は
会
場
内
で
の
聴
講
の
ほ
か
、W
E
B
ラ
イ
ブ
中
継

　（要
事
前
申
込
み
）で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

※

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
状
況
に
よ
っ
て
は

    

開
催
の
中
止
、形
式
の
変
更
等
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「公開講演会

グ
ロ
ーバル
化
の
進
行
や
大
規
模
な
人
の
移
動
と
と
も

に
、
人
種
差
別
、
移
民
排
斥
、マ
イ
ノ
リ
ティ
弾
圧
な
ど
、

民
族
間
の
対
立
や
分
断
が
世
界
各
地
で
先
鋭
化
し
て
い

ま
す
。
日
本
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
治
体
は

多
文
化
共
生
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
外
国
人
労

働
者
問
題
や
特
定
の
民
族
へ
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
憎
悪

表
現
）
な
ど
は
い
ぜ
ん
と
し
て
解
決
の
方
向
に
進
ん
で

お
ら
ず
、
む
し
ろ
深
刻
化
し
て
い
る
よ
う
に
さ
え
み
え

ま
す
。
そ
も
そ
も
「
民
族
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
民

族
と
い
う
概
念
は
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
家
族
や
地
域
の
共
同
体
、
国
民
国
家
の
流
動
化
に

よ
っ
て
、
民
族
の
か
た
ち
も
変
わ
る
で
し
ょ
う
か
。
本
講

演
会
で
は
、
日
本
と
台
湾
の
事
例
を
通
し
て
、
こ
れ
ら

の
問
題
を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

17
：
30-

18
：
30 

受
付

18
：
30-

18
：
35 

開
会
挨
拶

　津
川 

悟（
日
本
経
済
新
聞
社
大
阪
本
社 

編
集
局
長
）

18
：
35-

18
：
40 

挨
拶

　𠮷
田 

憲
司（
国
立
民
族
学
博
物
館 

館
長
）

18
：
40-

19
：
05 

講
演
1

　小
熊 

英
二（
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部 

教
授
）

 

「
日
本
に
お
け
る『
民
族
』概
念 

 

そ
の
東
ア
ジ
ア
への
伝
播
と
ロシ
ア
と
の
比
較
を
交
え
て
」

19
：
05-

19
：
30 

講
演
2

　齋
藤 

玲
子（
国
立
民
族
学
博
物
館 

准
教
授
）

 

「
多
様
な
ア
イ
ヌ
民
族
と
シ
サ
（
隣
人
と
し
て
の
和
人
）」

19
：
30-

19
：
55 

講
演
3

　野
林 

厚
志（
国
立
民
族
学
博
物
館 

教
授
）

 

「
民
族
の
モ
ザ
イ
ク

－

台
湾
の
経
験
」

19
：
55-

20
：
10 

休
憩

20
：
10-

20
：
40 

ディス
カ
ッション

 

小
熊 

英
二×

齋
藤 

玲
子×

野
林 

厚
志

 

司
会  

平
井 

京
之
介（
国
立
民
族
学
博
物
館

　教
授
）

●東京メトロ
•千代田線 「大手町駅」神田橋方面改札より
徒歩約2分
•丸ノ内線 「大手町駅」サンケイ前交差点方面
改札より徒歩約5分
•半蔵門線 「大手町駅」皇居方面改札より徒
歩約5分
•東西線 「大手町駅」中央改札より徒歩約9分
  「竹橋駅」4番出口より徒歩約2分
●都営地下鉄
•三田線 「大手町駅」大手町方面改札より徒
歩約6分
　地下鉄「大手町駅」下車C2b出口直結

講演会場

国立民族学博物館
国立民族学博物館のホームページ内にある
申込フォーム画面に従って必要事項をご入力ください。
https://www.minpaku.ac.jp/
令和4年10月6日（木）受付開始予定
※参加申込みされた方の個人情報は本講演会及び
　次回以降の講演会案内でのみ使用いたします。

申込方法

お問い合わせ先
国立民族学博物館　研究協力課
TEL 06-6878-8209
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関連するプロジェクト

特別研究　「ポスト国民国家時代における民族」

講
師

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

近
現
代
日
本
の
社
会
意
識
を

多
角
的
に
研
究
。近
年
の
成
果

に“R
acial and E

thnic 
Identities in Japan,” in 
M
.W
einer(ed.) Routledge 

H
andbook of Race and 
E
thnicity in A

sia, pp. 
271-285 （2021

）、 『
日
本

社
会
の
し
く
み：
雇
用
・
教
育
・

福
祉
の
歴
史
社
会
学
』

（
2
0
1
9
年
、講
談
社
）、

『＜

日
本
人＞

の
境
界
：
沖

縄
・ア
イ
ヌ・
台
湾
・
朝
鮮 

植

民
地
支
配
か
ら
復
帰
運
動
ま

で
』（
1
9
9
8
年
、新
曜
社
）

な
ど
。 

■
講
演
要
旨

日
本
に
お
け
る「
民
族
」の
概

念
は
、西
洋
の「
人
種
」と
ど
の

よ
う
に
異
な
る
の
か
。そ
れ
は

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
発
生
し
、

政
治
的
に
利
用
さ
れ
、東
ア
ジ

ア
に
伝
播
し
た
の
か
。本
講
演

は
そ
の
概
略
を
述
べ
る
。 

小熊 英二
慶應義塾大学総合政策学部 教授

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ア
イ
ヌ
民
族
を
は
じ
め
北

方
地
域
先
住
民
族
の
物
質

文
化
を
研
究
、と
く
に
工

芸
や
観
光
、コ
レ
ク
シ
ョ
ン

史
に
関
心
を
寄
せ
る
。編
著

に『
カ
ナ
ダ
先
住
民
芸
術
の

歴
史
的
展
開
と
現
代
的
課

題（
国
立
民
族
学
博
物
館

調
査
報
告
1
3
1
）
』

（
2
0
1
5
年
）、論
文
に

「
ア
イ
ヌ
工
芸
の
2
0
0

年
」山
崎
・
伊
藤
編『
世
界

の
な
か
の
ア
イ
ヌ・ア
ー
ト
』

（
2
0
1
2
年
、北
海
道
大

学
ア
イ
ヌ・
先
住
民
研
究
セ

ン
タ
ー
）な
ど
。

■
講
演
要
旨

ア
イ
ヌ
民
族
を
先
住
民
族

と
明
記
し
た「
ア
イ
ヌ
施
策

推
進
法
」（
通
称
）が
施
行

さ
れ
て
3
年
。法
律
制
定

に
至
る
ま
で
の
動
き
を
概

観
し
、文
化
や
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
、共
生
に
つ
い
て

考
え
る
。 

齋藤 玲子
国立民族学博物館 准教授

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

専
門
は
人
類
学
。主
要
な

研
究
の
テ
ー
マ
は
台
湾
の

民
族
と
文
化
、人
間
と
生

き
物
と
の
関
係
、文
明
の

な
か
の
食
文
化
。最
近
は

日
本
に
所
在
す
る
台
湾

資
料
を
オ
ン
ラ
イ
ン
公

開
、活
用
し
、「
情
報
遺

産
」と
し
て
の
学
術
資
料

の
あ
り
か
た
に
も
関
心
を

も
つ
。著
書
・
編
著
書
に

『
タ
イ
ワ
ン
イ
ノ
シ
シ
を
追

う
』（
2
0
1
4
年
、臨
川

書
店
）、『
肉
食
行
為
の
研

究
』（
2
0
1
8
年
、平
凡

社
）な
ど
。 

■
講
演
要
旨

か
つ
て「
高
砂
族
」と
よ
ば

れ
た
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア

系
先
住
民
族
の
人
々
の

歴
史
を
紹
介
し
、日
本
が

時
代
を
こ
え
て
台
湾
に
お

け
る
民
族
の
存
在
と
向
か

い
合
っ
て
い
く
意
義
を
考

え
る
。

野林 厚志
国立民族学博物館 教授

※手話通訳あり

オーバルホール
大阪市北区梅田3-4-5  毎日新聞大阪本社ビルB1

480名（先着順）
※新型コロナウイルス感染症の状況により、変更の可能性があります。

18：30～20：45（17：30開場）

食
か
ら
み
た
ヒ
ト
と
微
生
物
の
か
か
わ
り

参加費

無料
（要予約申込み）

2O23.3.31金

主 催

公開講演会 　新型コロナウイルス感染症の世界的な流行は、私たちの生が「目に見えないもの」との関係に
おいて成り立っていることを如実に示すこととなりました。ただし、私たちがともに生きる「目に見え
ないもの」は、感染症を引き起こすウイルスに限りません。たとえば、私たちの免疫や健康維持に
は腸内細菌の働きが影響するとされます。また、私たちにとって身近な発酵食品を作るうえでも微
生物の働きは不可欠です。本講演会では、食を切り口に、私たちの生がいかに微生物との関わ
り合いのうえに成り立っているのか、またその関係性がいかに変化してきたのかを具体的な事例をも
とにお話しします。そして、「目に見えないもの」を含む人間以外の存在に着目し、その多様な関
係性を探っていくことが、今後の私たちの社会を考えるうえでいかに重要なのかを考えていきます。 

17：30-18：30 受付
18：30-18：35 開会　鯨岡 秀紀（毎日新聞大阪本社 編集局長）
18：35-18：40 挨拶　𠮷田 憲司（国立民族学博物館 館長）
18：40-18：55  趣旨説明　奈良 雅史（国立民族学博物館 准教授）
 「『目に見えないもの』と人類社会」
18：55-19：25  講演1　梅﨑 昌裕（東京大学 教授）
 「人類と微生物の共生：
 パプアニューギニア高地の事例」
19：25-19：55  講演2　小倉 ヒラク（発酵デザイナー）

 「発酵文化人類学：
 微生物から見た社会のカタチ」
19：55-20：10 休憩

20：10-20：45  コメント　宇田川 妙子（国立民族学博物館 教授）

 「見えないものから見直す食の意味」
  ディスカッション
 奈良 雅史 × 梅崎 昌裕 ×  
 小倉 ヒラク × 宇田川 妙子
20：45 終了

●お問い合わせ先
国立民族学博物館　研究協力課
TEL 06-6878-8209

国立民族学博物館
国立民族学博物館のホームページ内にある申込フォーム画面に
従って必要事項をご入力ください。
https : / /www.minpaku .ac . jp/
令和5年２月１3日（月）受付開始予定
※参加申込みされた方の個人情報は本講演会でのみ使用いたします。
                 

●申込方法

・JR大阪駅（桜橋口）から地下道にて徒歩約8分
・阪神梅田駅・地下鉄西梅田駅から徒歩約8分

※車でのご来場はご遠慮ください

●講演会場

大阪駅前
第一ビル 大阪駅前

第二ビル
大阪駅前
第三ビル

大阪駅前
第四ビル

阪神百貨店
新阪急ビル

UFJ東京三菱

桜橋口

マルビル

ヒルトンホテル

ハービスエント
大阪四季劇場

サンケイ
ホール

桜橋渡辺
病院

UFJ

お初
天神

そねざき
けいさつ

りそな

うめだ
花月

阪急百貨店

グランフロント

大和
ハウス

ハービス
OSAKA
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毎日新聞
大阪本社

専門は人類生態学。パプアニューギニア高地人の「低タンパク質適
応」に興味をもち、腸内細菌叢の栄養機能を研究してきた。近年は、
ラオス山岳地帯の少数民族、インドネシアのスンダ人との比較研究
を実施している。主な著作として『微生物との共生：パプアニューギ
ニア高地人の適応システム』（京都大学出版会）などがある。

梅﨑 昌裕（東京大学大学院医学系研究科 教授）

専門は文化人類学、中国研究、イスラーム地域研究。中国、台湾にお
いてムスリム・マイノリティの宗教実践と自律性のあり方について調査
研究を行う。主な著作として『現代中国の〈イスラーム運動〉：生きにくさ
を生きる回族の民族誌』（風響社）、『モノとメディアの人類学』（ナカニ
シヤ出版、共編著）などがある。

奈良 雅史（国立民族学博物館 准教授）

早稲田大学で文化人類学、東京農業大学で研究生として発酵学を
学んだ後、「見えない微生物の働きをデザインの力で見えるようにす
る」ことを目指し活動開始。『てまえみそのうた』でグッドデザイン賞
2014受賞。海外でも発酵の伝道師として活動、ラジオ、テレビでも
活躍。著書として『発酵文化人類学』『日本発酵紀行』などがある。下
北沢発酵デパートメントオーナー。

小倉 ヒラク（発酵デザイナー）

専門は文化人類学、ジェンダー研究。イタリアのローマ近郊等で
1980年代後半から断続的に現地調査を行い、主に家族やジェン
ダーの観点から研究している。近年では食と地域社会の関わりにつ
いても関心を持つ。主な著書として『城壁内からみるイタリア』（臨川
書店）などがある。

宇田川 妙子（国立民族学博物館 教授）

18時30分-20時40分（17時30分開場）
場　所:日経ホール（東京都千代田区大手町1-3-7日経ビル3F）
参加費:無料（要事前申込み）
定　員:600名（先着順）

※手話通訳あり
※本講演会は会場内での聴講のほか、WEBライブ
　中継（要事前申込み）でも参加いただけます。

11 102023年 月 日（金）

民 族

嗜 好 品

国 

家

公開講演会

主 催 日本経済新聞社

開場
開会挨拶：八木谷勝美
（日本経済新聞社大阪本社 編集局長）

挨拶:吉田憲司（国立民族学博物館長）

趣旨説明：
野林厚志（国立民族学博物館・学術資源研究開発センター・教授）
講演１「依存症と人類～

人はなぜ依存症になるのか?」
松本俊彦（国立研究開発法人国立精神・神経医療研究セン
ター・精神保健研究所薬物依存研究部・部長／薬物依存症セン
ター・センター長）

講演2「文化危機と『酒狩り』～
オーストラリア先住民の選択」
平野智佳子（国立民族学博物館・人類基礎理論研究部・助教）

休憩
パネルディスカッション
終了

17：30

18：30

18：40

18：50

19：20  

19：50

20：00

20：40

プロフィール

国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所薬
物依存研究部部長。精神科医。博士（医学）。1993
年佐賀医科大学卒業。神奈川県立精神医療セン
ター、横浜市立大学精神科などを経て、現在に至る。
日本アルコール・アディクション医学会理事。主著に
「誰がために医師はいる～クスリとヒトの現代論」
（みすず書房）がある。

講演要旨

人間は薬物を使う動物である。今回の発表では、そ
のような人間と薬物とのかかわりの歴史を概観した
うえで、一臨床医としてこの問題と向き合う態度に
ついて私見を述べたい。

ヒトは依存する生きものである。依存する対象は、ものや行為、
人間や他の生きものと様 だ々が、その中の１つに嗜好品がある。

嗜好品には、酒やコーヒーのように使用や摂取がある程度
許容されるものや、大麻や覚せい剤のように法的に厳しい
規制を受け、禁止されるものがある。そして嗜好品に依存する
状態は、時に依存症という病気のレッテルがはられ、治療の対象として管理される。

一方で嗜好品の位置づけは時代や社会によって変わる。問題となるのは同時代を
生きる人々の間で、特定の嗜好品への考え方が異なる場合である。時には依存症への
対応を通した民族や特定の人々への差別や抑圧を生み出すことがある。

本講演では、人間の依存とはなにかを歴史的にひも解くとともに、嗜好品の１つである
酒をめぐる民族と国家との相互作用をオーストラリア先住民の事例から紹介する。
そのうえで、多様な価値観が共存する社会のありかたを考えてみたい。

松本  俊彦
先生

プロフィール

専門は文化人類学。オーストラリアの中央砂漠を中
心としたフィールドワークをおこなう。主要なテーマ
はアボリジニの飲酒やキャンバス制作。業績として
『酒狩りの民族誌』（2023年、御茶の水書房）、「分
配行為にみるアナングのやり方」（2021年、『文化
人類学』86巻2号）など。精神科看護師としての勤務
歴をもつ。

講演要旨

オーストラリアではアボリジニの酒への依存が問題
視され、規制の対象となっている。本講演は「酒狩
り」の事例を紹介し、文化危機に直面するアボリジ
ニの新たな選択を考える。

プロフィール

専門は人類学。主要な研究テーマは台湾の文化と歴
史、人類史と文明における食事の文化。

野林  厚志 先生

平野  智佳子
先生 申

込
方
法

お問い合わせ先
国立民族学博物館　研究協力課　 TEL 06-6878-8209

国立民族学博物館
国立民族学博物館のホームページ内にある
申込フォーム画面に従って必要事項をご入力ください。
https://www.minpaku.ac.jp/
 令和5年10月5日（木）受付開始予定
※参加申込みされた方の個人情報は本講演会及び
　次回以降の講演会案内でのみ使用いたします。
                 

講
演
会
場

●東京メトロ
•千代田線 「大手町駅」神田橋方面改札
より徒歩約2分
•丸ノ内線 「大手町駅」サンケイ前
　交差点方面改札より徒歩約5分
•半蔵門線 「大手町駅」皇居方面改札
　より徒歩約5分
•東西線 「大手町駅」西改札より
　徒歩約9分
　「竹橋駅」4番出口より徒歩約2分

●都営地下鉄
•三田線 「大手町駅」大手町方面改札
　より徒歩約6分
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大
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駅

大
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町
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●
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●
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●
三井生命 ●KDDI

　ビル

気象庁
●

気象庁
●

●読売新聞社

産経
新聞社
●

産経
新聞社
●

●NTT
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東京消防庁
●

東京消防庁
●

皇
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丸
ノ
内
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千
代
田
線

都
営
三
田
線

半蔵門線

東西線日
比
谷
通
り

内
堀
通
り

外堀通り

都心環状線

JAビル
● ●
経団連
会館日経ビル

特別研究「個人、帰属集団、国家の意思をめぐる
相克の解明と多文化国家の実現」

関連プロジェクト
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主 催

2024年3月１日（金）
18:30-21:00（17:30 開場）
オーバルホール
（大阪府大阪市北区梅田 3丁目 4-5 毎日新聞大阪本社ビル B1）

定員 480名（先着順） ※手話通訳あり

参加費無料
（要予約申込み）

公開講演会

創設50周年記念事業

　日本各地の祭りや芸能には、さまざまな仮面が登場する。人は面を
つけることで、神霊や鬼など人ならざる存在へと変身したり、性別を越
えたり若くも老いたりもしてきた。このように仮面は、着用することで人
間性を拡張して「異」を作り出す道具であり、転じて神霊の表象として
神聖視され祀られることもある。
　こうした日本の仮面は、どうやって現在まで守り伝えられてきたのだろ
うか？とくに、各地の祭りで使用される仮面は、長年着用されるうちに
破損や劣化を繰り返してきた。それを修復や模刻して守ってきた地域で
活躍する仮面職人の存在は、これまで多く知られてきていない。しかし、
こうした職人の技術がなければ各地の祭りや芸能は成り立たないと言え、
その重要性は改めて広く認識されるべきである。
　本講演会では、日本の祭り文化を支える仮面職人の技術や創造性に
焦点をあて、仮面というモノが生み出す多様な人間の活動について議論
していく。それにより、現代社会における仮面文化の魅力を示すことを
めざす。

お問い合わせ先
国立民族学博物館　研究協力課
TEL 06-6878-8209

国立民族学博物館
国立民族学博物館のホームページ内にある申込フォーム画面に
従って必要事項をご入力ください。
https : / /www.minpaku .ac . jp/
令和6年1月１5日（月）受付開始予定
※参加申込みされた方の個人情報は本講演会及び次回以降の講演会案内でのみ
　使用いたします。
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・JR大阪駅（桜橋口）
 から地下道にて徒歩
 約8分
・阪神大阪梅田駅又
 は大阪メトロ西梅田
 駅から徒歩約8分

※車でのご来場はご遠
　慮ください

鈴木 昂太
国立民族学博物館 助教
専門は、日本民俗学、芸能史研究。特に
中国・東北地方の神楽を主たる対象として、
神楽を舞う宗教者や神楽団の活動の歴史
的変遷を研究している。近年は、神楽が近
代化の過程で政治権力の影響によりどのよう
に変化したのかに関心を持つ。近年の論文に「神楽と国譲り神話─
近代における芸能の創造」『歴史と地域のなかの神楽』（法蔵館）な
どがある。

報告1

竹原 雅也
清川神楽面工房 代表
神楽面打師。大分県生まれ。大分県豊後
大野市清川町に移住し、15年前から師匠の
森下菊男氏より面作りを習い技術を身につけ
た。大分県の南部を中心に伝承される「大
野系岩戸神楽」のうち「御嶽流」の神楽面
を制作している。Youtubeチャンネル「きよかわベース」で情報発信も行っ
ている。

報告2

小林 泰三
株式会社小林工房 代表
石見神楽面職人。島根県生まれ。11歳よ
り島根県伝統工芸品「石見神楽面」の技
法を学び、28歳で（株）小林工房を設立。
石見神楽面の制作や修理を中心に、「脱活
法」を活かした「和紙壁画レリーフ」など新
しい表現を追求している。自身も石見神楽の舞手であることから、こ
れまで和太鼓、バリ舞踊、バレエとの共演など、幅広い舞台活動を行っ
ている。

報告3

𠮷田 憲司
国立民族学博物館長
国立民族学博物館の第6代館長。2017年
4月から現職。アフリカを中心とした儀礼や
仮面の研究を進めるとともに、ミュージアム
（博物館・美術館）における文化の表象の
あり方を研究している。主な著書に『仮面
の世界をさぐる アフリカとミュージアムの往還』、『文化の「発見」』、『宗
教の始原を求めて』など。

基調講演

大阪駅前
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国立民族学博物館50年史アーカイブズ
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